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目
次
は
じ
め
に
一
シ
ラ
ク
大
統
領
に
よ
る
環
境
憲
章
の
提
案
ま
で
二
資
料
―
環
境
憲
章
の
諸
案
・
提
案
理
由
お
よ
び
確
定
テ
ク
ス
ト
Ａ
コ
パ
ン
委
員
会
案
（2003.4.8
）
Ｂ
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
環
境
憲
章
案
（2003.6.25
）
解
説
つ
き
Ｃ
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
環
境
憲
章
に
関
す
る
憲
法
的
法
律
案
の
提
案
理
由
（2003.6.27
）
Ｄ
国
民
議
会
で
採
択
さ
れ
た
「
環
境
憲
章
に
関
す
る
憲
法
的
法
律
」（2004.6.1
）
三
今
回
の
憲
法
改
正
の
法
的
特
徴
四
環
境
憲
章
の
内
容
的
特
徴
あ
と
が
き
47
は
じ
め
に
二
○
○
五
年
二
月
二
八
日
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
招
集
さ
れ
た
両
院
合
同
会
議
（C
ongrès
）
は
、「
環
境
憲
章
に
関
す
る
憲
法
的
法
律
案
」（
後
掲
二
Ｄ
）
を
承
認
し
た
（
賛
成
五
三
一
票
、
反
対
二
三
票
、
棄
権
百
十
一
票
（
１
）
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
は
「
環
境
憲
章
」
を
組
み
込
む
形
で
改
正
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
は
憲
法
に
環
境
条
項
を
持
つ
国
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
今
回
の
憲
法
改
正
は
一
九
五
八
年
の
第
五
共
和
制
発
足
後
、
一
八
回
目
の
改
正
に
あ
た
る
。
今
回
の
改
正
は
、
二
○
○
二
年
の
大
統
領
選
挙
の
中
で
、
再
選
を
目
指
し
た
シ
ラ
ク
大
統
領
の
公
約
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
大
統
領
は
、
憲
法
と
は
別
に
「
環
境
憲
章
」
を
制
定
し
、
一
七
八
九
年
の
人
権
宣
言
と
同
格
に
位
置
づ
け
て
、
憲
法
に
組
み
込
む
と
い
う
方
法
を
提
案
し
て
い
た
（
後
述
一
参
照
）。
大
統
領
選
挙
後
、
新
首
相
に
指
名
さ
れ
た
ラ
フ
ァ
ラ
ン
氏
は
、
大
統
領
の
指
示
の
下
に
直
ち
に
憲
法
改
正
の
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。
こ
の
内
閣
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
持
続
可
能
な
開
発
担
当
大
臣
ロ
ズ
リ
ヌ
・
バ
シ
ュ
ラ＝
ナ
ル
カ
ン
は
、
二
○
○
二
年
六
月
五
日
（
世
界
環
境
の
日
）
に
記
者
会
見
を
行
っ
て
、「
環
境
憲
章
」
を
準
備
す
る
委
員
会
を
組
織
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
同
日
朝
の
閣
議
に
当
該
大
臣
は
作
業
方
法
と
日
程
を
提
示
し
た
と
も
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

こ
の
作
業
を
担
当
す
る
委
員
会
は
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
古
生
物
学
教
授
イ
ヴ
・
コ
パ
ン
氏
を
委
員
長
と
す
る
、

こ
の
委
員
会
は
各
方
面
の
意
見
を
聴
取
し
、
か
つ
、
憲
法
学
者
の
協
力
を
得
て
テ
ク
ス
ト
案
を
作
成
す
る
、
そ
し
て
、

作
業
完
了
の
目
途
は
一
年
後
の
世
界
環
境
の
日
で
あ
る
二
○
○
三
年
六
月
五
日
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
二
○
○
二
年
六
月
二
六
日
「
環
境
憲
章
準
備
委
員
会
」
が
正
式
に
発
足
し
た
（
２
）
。
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同
委
員
会
は
コ
パ
ン
氏
を
委
員
長
と
し
て
、
政
治
、
行
政
、
法
曹
、
理
工
学
系
学
会
、
医
学
、
経
済
、
労
働
、
運
動
団
体
等
の
各
界
か
ら
選
ば
れ
た
一
八
人
か
ら
な
り
、
委
員
長
の
名
を
冠
し
て
通
称
「
コ
パ
ン
委
員
会
」
と
呼
ば
れ
た
（
３
）
。
以
後
、
三
つ
の
作
業
が
並
行
し
て
行
わ
れ
た
。

委
員
会
審
議
。
月
例
で
十
三
回
の
全
体
会
議
と
若
干
の
分
科
会
（
法
律
、
科
学
、
倫
理
）
が
行
わ
れ
た
。

国
民
か
ら
の
意
見
聴
取
の
た
め
の
地
域
集
会
。
地
方
都
市
で
合
計
十
四
回
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
コ
パ
ン
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
毎
回
少
な
く
と
も
一
名
は
参
加
し
た
。

国
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。「
環
境
憲
章
に
つ
い
て
の
国
民
の
意
見
聴
取
―
市
民
の
貢
献
」
と
題
し
た
調
査
票
が
、
二
○
○
二
年
一
○
月
に
、
全
国
レ
ベ
ル
で
活
動
す
る
各
界
の
七
○
○
人
以
上
の
人
々
に
送
ら
れ
、
半
数
以
上
か
ら
回
答
を
得
た
。
二
○
○
二
年
十
一
月
に
は
、
地
域
レ
ベ
ル
で
活
動
す
る
各
界
の
五
五
○
○
○
人
以
上
の
人
々
に
送
ら
れ
、
約
一
一
○
○
○
通
以
上
の
回
答
を
得
た
。
こ
の
調
査
結
果
は
委
員
会
の
審
議
に
反
映
さ
れ
た
（
４
）
。
二
○
○
三
年
四
月
八
日
、
コ
パ
ン
委
員
長
は
政
府
に
報
告
書
を
提
出
し
た
（
後
掲
二
Ａ
）。
こ
れ
を
受
け
て
政
府
は
憲
法
改
正
案
を
作
成
し
、
こ
れ
は
、
二
○
○
三
年
六
月
二
五
日
に
法
務
大
臣
ペ
ル
バ
ン
に
よ
っ
て
「
環
境
憲
章
に
関
す
る
憲
法
的
法
律
」（
案
）
と
し
て
閣
議
に
提
出
さ
れ
、
決
定
を
得
た
（
後
掲
二
Ｂ
）
の
ち
、
直
ち
に
国
会
に
提
出
さ
れ
た
（
後
掲
二
Ｃ
）。
法
案
は
提
出
か
ら
約
半
年
後
の
十
二
月
に
な
っ
て
や
っ
と
下
院
の
法
務
委
員
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
中
断
、
つ
づ
く
経
済
委
員
会
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
環
境
憲
章
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
予
防
原
則
」
を
め
ぐ
っ
て
与
党
内
部
に
す
ら
反
対
・
慎
重
論
が
強
く
あ
っ
て
議
論
が
先
に
進
ま
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
の
よ
う
で
あ
る
（
５
）
。
二
○
○
四
年
六
月
一
日
、
国
民
議
会
で
若
干
の
修
正
の
上
で
可
決
、
続
い
て
同
年
六
月
二
四
日
に
上
院
（
セ
ナ
）
で
国
民
議
会
で
の
可
決
ど
お
り
に
無
修
正
で
可
決
し
た
（
後
掲
二
Ｄ
（
６
）
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
憲
法
改
正
の
内
容
は
確
定
し
た
が
、
改
正
ま
で
に
は
さ
ら
に
次
の
二
つ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
召
集
さ
れ
る
両
院
合
同
会
議
で
五
分
の
三
以
上
の
賛
成
で
承
認
さ
れ
る
。

レ
フ
ェ
ラ
ン
ダ
ム
49 環境憲章とフランス憲法
（
国
民
投
票
）
の
方
法
で
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
直
接
判
断
を
委
ね
る
。
こ
の
ど
ち
ら
に
す
る
か
は
、
大
統
領
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
当
初
、
レ
フ
ェ
ラ
ン
ダ
ム
の
方
法
が
選
ば
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
前
者
の
方
法
が
選
ば
れ
た
。
折
り
し
も
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
憲
法
」
の
批
准
の
是
非
を
問
う
レ
フ
ェ
ラ
ン
ダ
ム
と
時
期
が
重
な
っ
た
た
め
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
は
、
冒
頭
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
（
７
）
。
一
シ
ラ
ク
大
統
領
に
よ
る
環
境
憲
章
の
提
案
ま
で
大
統
領
選
挙
の
時
期
の
新
聞
等
の
論
調
を
追
っ
て
み
る
と
、
シ
ラ
ク
が
環
境
問
題
を
重
要
政
策
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
あ
た
か
も
唐
突
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
る
流
れ
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
『
ユ
マ
ニ
テ
』
紙
は
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ラ
ク
の
緑
色
の
仮
面
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
げ
、「
シ
ラ
ク
氏
は
環
境
憲
章
の
提
案
な
ど
、
こ
の
と
こ
ろ
環
境
問
題
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
、
彼
が
農
業
大
臣
だ
っ
た
時
代
以
来
、
一
貫
し
て
生
産
第
一
主
義
的
政
策
を
採
っ
て
き
た
こ
と
を
覆
い
隠
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
彼
の
政
治
的
誠
実
さ
に
疑
念
を
挟
ま
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
て
い
る
（
８
）
。
ま
た
、
緑
の
党
の
欧
州
議
会
議
員
コ
ー
ン
・
バ
ン
デ
ィ
氏
は
、「
シ
ラ
ク
氏
は
左
翼
以
外
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
感
性
に
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
シ
ラ
ク
氏
は
こ
れ
ま
で
集
約
的
農
業
を
支
持
し
て
き
た
が
、
こ
れ
が
環
境
問
題
に
深
刻
な
害
を
も
た
ら
し
た
」
と
批
判
し
、
「
大
統
領
が
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
自
己
批
判
し
な
い
限
り
信
用
は
お
け
な
い
し
、
た
わ
ご
と
に
す
ぎ
な
い
」と
主
張
し
て
い
る
（
９
）
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
ペ
イ
ロ
ン
氏
は
、「
シ
ラ
ク
氏
が
環
境
問
題
を
取
り
上
げ
た
こ
と
自
体
は
評
価
で
き
る
。
た
だ
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
会
議
（
一
九
九
二
年
）
で
提
示
さ
れ
た
原
則
が
、
二
○
○
一
年
に
い
た
る
ま
で
再
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
50
な
こ
と
だ
」
と
皮
肉
を
こ
め
て
語
っ
た
（
１０
）
。
し
か
し
、
シ
ラ
ク
氏
が
環
境
憲
章
を
提
案
す
る
に
至
る
背
景
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

二
十
世
紀
末
か
ら
二
十
一
世
紀
初
頭
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
度
重
な
る
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
突
風
を
伴
う
猛
烈
な
嵐
に
よ
っ
て
各
地
で
巨
木
が
な
ぎ
倒
さ
れ
た
り
、
繰
り
返
さ
れ
る
洪
水
、
猛
暑
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
シ
ラ
ク
は
「
こ
れ
ら
の
自
然
災
害
は
、
人
間
の
行
動
あ
る
い
は
不
作
為
が
原
因
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
被
害
を
深
刻
な
も
の
に
し
た
」
と
語
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
間
に
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
集
団
的
意
識
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。

世
論
調
査
に
よ
る
と
、
環
境
保
護
が
憲
法
に
書
き
込
ま
れ
、
基
本
原
則
と
な
る
こ
と
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
八
九
％
が
賛
成
で
あ
り
、
一
八
〜
四
九
歳
の
人
の
六
五
％
が
メ
デ
ィ
ア
で
環
境
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
少
な
す
ぎ
る
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

二
○
○
二
年
秋
、
ド
イ
ツ
で
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
緑
の
党
と
の
連
立
で
政
権
を
に
ぎ
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
、
シ
ラ
ク
に
好
意
的
論
調
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
環
境
大
臣
の
ヴ
ォ
ワ
イ
ネ
氏
は
「
大
統
領
の
主
張
は
も
っ
と
も
だ
と
思
う
。
環
境
問
題
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
関
心
と
懸
念
を
抱
い
て
い
る
テ
ー
マ
だ
」
と
述
べ
、
緑
の
党
の
ベ
ナ
ミ
ア
氏
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
右
派
が
地
球
を
守
る
こ
と
が
本
質
的
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
の
は
喜
ば
し
い
」
と
語
っ
て
い
る
（
１１
）
。
他
方
、
環
境
問
題
を
憲
法
レ
ベ
ル
で
捉
え
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。
ド
フ
レ
ッ
セ
ル
氏
が
ま
と
め
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
挙
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
憲
法
に
環
境
条
項
が
な
い
わ
が
国
で
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
既
存
の
憲
法
テ
ク
ス
ト
（
た
と
え
ば
、
一
九
四
六
年
の
憲
法
前
文
十
、
十
一
、
十
二
条
）
あ
る
い
は
憲
法
的
原
則
（
た
と
え
ば
個
人
の
尊
厳
、
人
格
の
自
由
な
開
花
）
を
も
と
に
、
法
解
釈
学
的
方
法
に
よ
っ
て
、
環
境
問
題
を
憲
法
的
レ
ベ
ル
の
問
題
と
し
て
扱
う
学
説
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
憲
法
院
や
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
裁
判
所
等
が
現
実
に
と
っ
て
い
る
方
法
で
も
あ
る
。
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
こ
れ
と
並
ん
で
、
憲
法
改
正
が
様
々
な
形
で
主
張
さ
れ
た
。
一
九
七
○
年
二
月
二
八
日
、
大
統
領
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
が
「
そ
れ
が
な
け
れ
ば
世
界
が
危
険
に
な
る
い
く
つ
か
の
基
本
原
則
の
遵
守
を
国
家
・
集
団
・
個
人
に
課
す
一
種
の
精
神
を
創
り
、
広
げ
る
こ
と
」
を
訴
え
た
。
こ
れ
を
受
け
る
形
で
多
く
の
政
治
家
が
、
左
右
を
問
わ
ず
、
環
境
権
を
「
憲
法
化
す
る
」（
憲
法
に
加
え
る
）
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
し
て
、
憲
法
化
の
具
体
的
形
式
と
し
て
は
次
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

憲
法
の
前
文
を
修
正
す
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
七
六
年
一
月
二
九
日
、
法
務
大
臣
ジ
ャ
ン
・
ル
カ
ネ
の
演
説
、
一
九
八
九
年
三
月
四
日
、
革
命
二
百
年
記
念
に
際
し
て
の
ロ
ー
ラ
ン
・
フ
ァ
ビ
ウ
ス
の
演
説
、
一
九
九
五
年
八
月
四
日
、
憲
法
改
革
の
討
論
の
際
の
セ
ゴ
レ
ー
ヌ
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
女
史
の
発
言
、
二
○
○
二
年
二
月
十
一
日
、
ロ
ズ
リ
ヌ
・
バ
シ
ュ
ロ＝
ナ
ル
カ
ン
女
史
が
憲
法
的
法
律
の
提
案
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
た
。

次
い
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
憲
法
の
中
に
新
し
い
条
文
を
挿
入
す
る
案
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
八
年
、
世
界
人
権
宣
言
五
十
周
年
を
祝
う
た
め
の
各
省
間
の
委
員
会
が
新
し
い
憲
法
条
文
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
二
○
○
三
年
五
月
二
○
日
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ブ
ー
タ
ン
女
史
が
持
続
可
能
な
開
発
の
概
念
を
四
二
条
の
二
と
し
て
挿
入
す
る
憲
法
的
法
律
を
提
案
し
た
。

憲
法
三
四
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
法
律
の
範
囲
を
広
げ
る
形
で
、
環
境
権
を
憲
法
化
す
る
い
わ
ば
間
接
的
な
方
法
も
提
案
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
○
年
四
月
十
一
日
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
バ
ル
ニ
エ
氏
が
議
会
に
提
出
し
た
環
境
政
策
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
（no.1227
）
の
中
で
そ
れ
を
主
張
し
た
。

今
回
の
環
境
憲
章
に
近
い
形
式
の
提
案
。
こ
れ
は
環
境
権
と
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
い
く
つ
か
の
原
則
を
新
し
い
権
利
宣
言
と
し
て
作
成
し
、
憲
法
に
加
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
七
七
年
エ
ド
ガ
ー
・
フ
ォ
ー
ル
が
そ
の
趣
旨
の
憲
法
的
法
律
の
提
案
を
し
た
。
ま
た
、
同
年
、
ノ
エ
ル
・
マ
メ
ー
ル
が
一
七
八
九
年
の
人
権
宣
言
に
第
二
部
を
追
加
し
て
環
境
権
を
盛
り
込
む
と
い
う
憲
法
的
法
律
の
提
案
を
お
こ
な
っ
た
（p.16-17 （１２
）
）。
52
し
か
し
、
以
上
ど
の
提
案
も
現
実
の
も
の
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
を
踏
ま
え
て
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ラ
ク
の
今
回
の
提
案
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
シ
ラ
ク
の
選
挙
戦
の
中
に
お
け
る
提
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
二
○
○
一
年
三
月
三
日
、
オ
ル
レ
ア
ン
で
の
演
説
。「
保
護
さ
れ
、
か
つ
、
維
持
さ
れ
た
環
境
へ
の
権
利
は
、
公
的
自
由
と
同
じ
よ
う
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
原
則
を
確
認
し
、
そ
の
保
障
を
確
保
す
る
こ
と
が
国
家
の
義
務
と
な
る
。
そ
し
て
、
私
は
、
こ
の
公
的
で
厳
粛
な
約
束
が
議
会
に
よ
っ
て
憲
法
と
一
体
の
環
境
憲
章
に
、
か
つ
、
共
和
国
の
法
律
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
基
本
的
諸
原
則
に
加
え
ら
れ
る
た
め
に
、
基
本
的
諸
原
則
、
す
な
わ
ち
、
五
つ
の
基
本
的
原
則
と
と
も
に
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
」。
次
い
で
、
二
○
○
二
年
三
月
一
八
日
、
ア
ヴ
ラ
ン
シ
ュ
に
お
け
る
演
説
。「
私
は
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
、
憲
法
と
一
体
の
憲
章
に
、
人
権
お
よ
び
経
済
的
・
社
会
的
権
利
と
並
ん
で
環
境
へ
の
権
利
を
書
き
込
む
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
環
境
の
保
護
は
、
通
常
の
法
律
に
優
越
す
る
利
益
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
憲
法
院
、
最
上
級
の
裁
判
所
お
よ
び
公
的
機
関
は
エ
コ
ロ
ジ
ッ
ク
な
至
上
命
令
の
保
障
人
と
な
る
で
あ
ろ
う
」（p.16-17
）。
シ
ラ
ク
の
当
選
後
、
新
内
閣
の
首
相
に
指
名
さ
れ
た
ラ
フ
ァ
ラ
ン
は
、
一
般
的
政
治
演
説
に
お
い
て
（
二
○
○
二
年
七
月
三
日
）、
こ
の
目
的
を
政
府
の
活
動
の
優
先
事
項
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
た
（p.16-17
）。
以
上
、
国
内
の
動
向
を
追
っ
て
き
た
が
、
憲
章
は
当
然
国
際
的
視
野
で
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
○
○
三
年
一
月
二
九
日
、
ナ
ン
ト
に
お
け
る
環
境
憲
章
の
た
め
の
地
域
集
会
で
の
演
説
の
中
で
、
大
統
領
は
次
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
環
境
外
交
を
強
化
す
る
た
め
に
、
他
国
に
対
す
る
優
位
を
獲
得
す
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
の
憲
章
の
採
択
は
、
重
要
な
切
り
札
と
な
る
」
（p.18
）。
こ
れ
を
受
け
て
、
憲
章
の
第
十
条
は
「
こ
の
憲
章
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
活
動
お
よ
び
国
際
的
活
動
に
方
53 環境憲章とフランス憲法
向
性
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
う
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
議
会
に
対
す
る
提
案
理
由
の
中
で
「
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
採
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
責
任
と
倫
理
の
要
請
を
自
ら
に
課
し
、
す
べ
て
の
国
民
に
共
通
の
利
益
と
将
来
世
代
と
の
連
帯
の
道
筋
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
世
界
に
お
い
て
人
間
中
心
主
義
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
促
進
す
る
た
め
の
政
治
的
梃
子
を
手
に
す
る
」（
後
掲
二
Ｃ
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
憲
章
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
環
境
問
題
に
お
い
て
、
国
際
舞
台
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
先
駆
的
活
動
の
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（p.18
）。
し
か
し
、
憲
章
は
内
容
に
お
い
て
画
期
的
か
つ
先
駆
的
な
も
の
と
な
っ
た
か
と
い
う
点
で
は
留
保
を
必
要
と
す
る
。
コ
パ
ン
教
授
は
、
ド
フ
レ
ッ
セ
ル
ら
の
議
員
団
に
よ
る
意
見
聴
取
に
お
い
て
、「
ペ
ー
ジ
は
白
で
は
な
か
っ
た
」
と
発
言
し
た
と
言
う
。
こ
れ
は
憲
章
に
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
の
大
部
分
が
国
際
法
特
に
共
同
体
法
を
踏
ま
え
て
着
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（p.19 （１３
）
）。
二
資
料
―
環
境
憲
章
の
諸
案
・
提
案
理
由
お
よ
び
確
定
テ
ク
ス
ト
Ａ
コ
パ
ン
委
員
会
案
（2003.4.8 （１４
）
）
憲
法
的
法
律
の
提
案
第
一
条
憲
法
前
文
の
第
一
段
落
は
次
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
る
。「
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
一
七
八
九
年
の
宣
言
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
一
九
四
六
年
の
憲
法
の
前
文
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
か
つ
、
補
充
さ
れ
た
人
の
権
利
、
国
民
主
権
の
原
則
お
よ
び
二
○
○
三
年
の
環
境
54
憲
章
に
定
め
ら
れ
た
権
利
と
義
務
に
対
す
る
愛
着
を
厳
粛
に
表
明
す
る
」。
第
二
条
二
○
○
三
年
の
環
境
憲
章
は
、
次
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
る
。
１
．
資
源
と
自
然
の
均
衡
は
、
人
類
の
出
現
の
条
件
で
あ
っ
た
し
、
今
な
お
そ
の
存
在
の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
２
．
地
球
に
対
す
る
人
間
の
諸
活
動
の
増
大
し
つ
つ
あ
る
影
響
を
確
認
し
、
３
．
特
定
の
行
為
様
式
、
自
然
資
源
の
使
用
の
特
定
の
あ
り
方
、
生
産
お
よ
び
消
費
の
特
定
の
あ
り
方
は
、
個
人
の
開
花
お
よ
び
人
間
社
会
の
進
歩
を
危
険
に
落
と
し
入
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
４
．
人
間
は
そ
の
創
造
的
能
力
に
よ
り
、
自
ら
の
選
択
と
そ
の
持
つ
諸
手
段
と
に
よ
っ
て
、
地
球
上
の
生
存
条
件
に
増
大
す
る
影
響
を
与
え
得
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
次
の
こ
と
を
宣
明
す
る
。
５
．
全
て
の
人
は
、
そ
の
尊
厳
を
尊
重
し
そ
の
厚
生
に
よ
い
健
全
で
均
衡
の
と
れ
た
環
境
の
中
で
生
き
、
か
つ
、
発
展
す
る
権
利
を
も
つ
。
６
．
各
人
は
現
在
世
代
お
よ
び
将
来
世
代
の
利
益
に
お
い
て
、
こ
の
環
境
、
自
然
的
お
よ
び
文
化
的
遺
産
の
保
護
と
改
善
に
、
ま
た
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
寄
与
す
る
義
務
を
も
つ
。
７
．
環
境
に
関
す
る
教
育
、
研
修
お
よ
び
情
報
は
、
こ
の
権
利
の
自
由
な
行
使
に
、
ま
た
、
こ
の
義
務
の
完
全
な
遂
行
に
必
要
で
あ
る
。
８
．
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
将
来
世
代
に
対
す
る
そ
の
責
任
を
み
と
め
、
人
間
間
と
地
域
間
の
連
帯
を
基
礎
と
し
、
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
発
展
を
、
自
然
資
源
の
保
全
と
環
境
の
利
用
と
調
和
さ
せ
る
持
続
可
能
な
開
発
を
促
進
す
る
意
思
を
確
認
す
る
。
９
．
科
学
の
研
究
と
技
術
革
新
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
の
実
現
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。
１０
．
公
的
機
関
は
、
そ
の
政
策
と
そ
の
決
定
に
、
環
境
の
保
護
と
利
用
の
要
請
を
組
み
込
み
、
適
切
な
奨
励
の
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
55 環境憲章とフランス憲法
が
で
き
る
。
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
、
公
的
機
関
は
こ
れ
に
つ
い
て
執
っ
た
措
置
の
経
済
的
効
果
と
社
会
的
影
響
を
評
価
し
、
そ
れ
ら
の
費
用
と
利
点
を
比
較
す
る
も
の
と
す
る
。
１１
．
法
律
は
、
公
衆
に
環
境
に
影
響
を
持
つ
政
策
の
策
定
お
よ
び
公
的
決
定
に
参
加
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
参
加
的
民
主
主
義
の
形
式
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
法
律
は
、
各
人
が
環
境
に
関
す
る
情
報
を
入
手
す
る
権
利
の
行
使
の
条
件
を
整
え
る
も
の
と
す
る
。
【
異
文
１
】
１２
．
環
境
に
対
す
る
重
大
か
つ
不
可
逆
的
な
損
害
の
危
険
が
認
識
さ
れ
た
と
き
、
科
学
的
知
見
の
現
状
か
ら
確
実
さ
を
も
っ
て
確
認
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
公
的
機
関
は
、
予
防
（
原
則
）
に
よ
っ
て
、
評
価
の
手
続
き
を
実
施
し
、
か
つ
、
適
切
な
措
置
を
執
る
も
の
と
す
る
。
法
律
は
こ
の
規
定
の
適
用
の
条
件
を
詳
し
く
定
め
る
。
１３
．
環
境
の
保
護
と
利
用
は
法
律
で
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
。
―
予
防
行
為
お
よ
び
環
境
へ
の
侵
害
の
原
因
の
除
去
を
優
先
す
る
こ
と
。
―
各
人
に
予
防
費
用
お
よ
び
そ
の
活
動
あ
る
い
は
そ
の
行
動
か
ら
生
じ
る
こ
と
の
あ
る
環
境
へ
の
侵
害
の
是
正
費
用
に
対
し
て
寄
与
さ
せ
る
こ
と
。
【
異
文
２
】
１２
．
環
境
の
保
護
お
よ
び
利
用
は
、
次
の
諸
原
則
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。
―
防
止
原
則
。
環
境
お
よ
び
健
康
へ
の
侵
害
は
、
こ
れ
に
従
っ
て
優
先
的
に
原
因
に
対
し
て
是
正
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
―
予
防
原
則
。
環
境
あ
る
い
は
健
康
に
対
す
る
重
大
か
つ
不
可
逆
的
な
損
害
の
危
険
が
認
識
さ
れ
た
と
き
、
科
学
的
知
見
の
現
状
か
ら
確
実
さ
を
持
っ
て
認
識
さ
れ
え
な
い
場
合
で
も
、
こ
れ
に
従
っ
て
公
的
機
関
は
研
究
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
そ
れ
を
予
防
す
る
の
56
に
適
し
た
暫
定
的
か
つ
適
切
な
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。
―
汚
染
者＝
支
払
者
の
原
則
。
こ
れ
に
従
っ
て
、
各
人
は
防
止
費
用
お
よ
び
そ
の
活
動
あ
る
い
は
そ
の
行
動
か
ら
生
じ
る
こ
と
の
あ
る
環
境
へ
の
侵
害
の
保
障
費
用
を
分
担
す
る
役
割
を
負
う
。
１４
．
こ
の
環
境
憲
章
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
的
約
束
を
方
向
づ
け
る
。
第
三
条
（
委
員
会
は
、
全
会
を
も
っ
て
、
二
つ
の
異
文
を
提
案
す
る
）。
―
憲
法
第
三
四
条
は
次
の
規
定
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。「
組
織
法
律
が
、
二
○
○
三
年
の
環
境
憲
章
に
述
べ
ら
れ
た
規
範
お
よ
び
原
則
を
詳
し
く
さ
だ
め
、
そ
の
適
用
の
基
本
的
条
件
を
確
定
す
る
」。
ま
た
は
、
憲
法
第
三
四
条
第
一
七
段
落
の
あ
と
に
、
以
下
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
段
落
を
加
え
る
。「
―
環
境
お
よ
び
自
然
資
源
の
保
護
お
よ
び
利
用
に
つ
い
て
。」
Ｂ
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
環
境
憲
章
案
（2003.6.25
）
解
説
つ
き
（
１５
）
環
境
憲
章
に
関
す
る
憲
法
的
法
律
の
案
第
一
条
憲
法
前
文
の
第
一
段
落
は
以
下
の
諸
語
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。
「
お
よ
び
二
〇
〇
三
年
の
環
境
憲
章
に
定
義
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
義
務
に
」
【
解
説
】
第
一
段
落
は
し
た
が
っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。「
フ
ラ
ン
ス
人
民
は
、
一
七
八
九
年
の
宣
言
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
、
一
九
四
六
年
の
憲
法
の
前
文
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
か
つ
補
完
さ
れ
た
人
の
権
利
、
国
民
主
権
の
原
則
お
よ
び
二
○
○
三
年
57 環境憲章とフランス憲法
の
環
境
憲
章
に
定
義
さ
れ
る
権
利
と
義
務
に
た
い
す
る
愛
着
を
厳
粛
に
表
明
す
る
。」
憲
章
は
、
人
間
中
心
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
促
進
し
、
か
つ
、
持
続
可
能
な
開
発
を
基
礎
付
け
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
こ
の
た
め
憲
章
の
テ
ク
ス
ト
は
七
つ
の
考
慮
事
項
（considérant
）
と
各
人
の
権
利
と
義
務
を
定
め
た
一
○
条
か
ら
な
っ
て
い
る
。
憲
法
の
前
文
で
憲
章
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
文
は
政
治
的
性
格
の
一
七
八
九
年
の
人
権
と
、
一
九
四
六
年
の
経
済
・
社
会
的
諸
原
則
に
続
く
も
の
と
し
て
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
第
三
の
柱
を
お
き
、
共
和
国
憲
法
の
新
段
階
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
新
段
階
は
、
憲
章
に
憲
法
的
効
力
を
与
え
る
。
す
な
わ
ち
、
全
て
の
法
律
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
述
べ
ら
れ
た
目
的
、
諸
原
則
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
評
議
会
は
共
和
国
大
統
領
、
首
相
、
六
○
人
の
下
院
議
員
、
六
○
人
の
上
院
議
員
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
諸
原
則
と
目
的
を
以
前
の
諸
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
す
で
に
認
め
ら
れ
た
諸
原
則
と
の
均
衡
を
は
か
り
つ
つ
、
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
章
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
援
用
さ
れ
う
る
し
、
か
つ
、
す
べ
て
の
者
の
行
動
に
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
条
二
○
○
三
年
の
環
境
憲
章
は
以
下
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
る
。
【
解
説
】
以
下
の
《
…
に
鑑
み
》（considérant
）
と
い
う
語
は
、
諸
条
項
に
お
け
る
権
利
お
よ
び
義
務
の
表
明
を
理
由
づ
け
る
確
認
事
項
を
導
く
。
「
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
資
源
と
自
然
の
均
衡
は
人
類
の
出
現
の
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
（
に
鑑
み
）、
人
類
の
将
来
と
存
在
そ
の
も
の
は
自
然
環
境
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
（
に
鑑
み
）
【
解
説
】
こ
れ
ら
二
つ
の
項
（
段
落
）
は
、
人
類
の
起
源
以
来
の
人
間
と
そ
の
環
境
の
関
連
性
の
確
認
を
表
明
し
て
い
る
。
自
然
資
源
と
く
に
自
然
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
食
料
資
源
は
人
間
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、
自
然
環
境
の
質
と
均
衡
は
人
間
の
健
康
の
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を
な
す
。
環
境
は
人
類
の
共
通
の
遺
産
で
あ
る
こ
と
（
に
鑑
み
）、
【
解
説
】
こ
の
第
三
段
落
は
、
明
示
的
に
環
境
（
水
、
空
気
、
生
物
相
）
の
万
人
に
関
係
す
る
性
格
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
現
在
お
よ
び
将
来
の
す
べ
て
の
人
間
に
属
し
て
い
る
。
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や
気
候
温
暖
化
は
環
境
の
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
で
万
人
に
関
係
す
る
性
格
を
示
し
て
い
る
。
人
間
が
生
存
の
諸
条
件
お
よ
び
自
身
の
発
展
に
増
大
し
つ
つ
あ
る
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
（
に
鑑
み
）、
【
解
説
】
技
術
の
発
展
と
そ
の
選
択
に
合
わ
せ
て
、
人
間
は
環
境
に
対
し
て
増
大
す
る
影
響
を
与
え
て
い
る
。
人
間
は
自
然
を
変
更
す
る
能
力
を
獲
得
し
た
（
遺
伝
子
組
替
え
植
物
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）。
こ
の
力
は
憲
章
が
認
め
る
新
た
な
責
任
を
正
当
化
す
る
。
生
物
多
様
性
、
人
格
の
開
花
、
人
間
社
会
の
進
歩
は
消
費
あ
る
い
は
生
産
の
特
定
の
あ
り
方
、
自
然
資
源
の
搾
取
に
よ
っ
て
、
傷
つ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
（
に
鑑
み
）、
【
解
説
】
今
日
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
社
会
に
よ
る
何
ら
か
の
選
択
が
環
境
の
質
を
、
し
た
が
っ
て
、
中
期
的
に
生
存
の
質
を
深
く
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
責
任
を
認
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
人
間
は
一
九
五
○
年
に
一
年
間
に
消
費
し
て
い
た
石
油
を
、
二
○
○
三
年
に
は
七
週
間
で
消
費
し
て
い
る
。
森
林
破
壊
は
短
期
間
で
自
然
の
空
間
を
失
わ
せ
、
わ
れ
わ
れ
は
長
期
的
に
は
こ
れ
ら
の
空
間
が
秘
め
て
い
る
薬
品
の
可
能
性
を
奪
っ
て
い
る
。
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環
境
の
保
全
は
、
国
家
の
そ
の
他
の
基
本
的
利
益
と
同
様
に
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
に
鑑
み
）、
【
解
説
】
第
六
段
落
は
、
環
境
の
保
護
は
国
家
の
そ
の
他
の
基
本
的
利
益
、
す
な
わ
ち
、
国
家
の
独
立
、
国
土
の
安
全
性
、
国
家
の
安
全
、
そ
の
制
度
の
共
和
制
的
形
態
、
防
衛
・
外
交
の
方
法
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
外
国
の
人
々
の
保
護
、
経
済
・
科
学
の
基
本
的
諸
要
素
そ
し
て
文
化
的
遺
産
と
と
も
に
求
め
ら
れ
、
か
つ
、
調
和
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
持
続
的
開
発
を
確
保
す
る
た
め
に
、
現
在
の
諸
必
要
に
こ
た
え
る
た
め
の
選
択
は
、
将
来
世
代
と
他
の
国
民
が
か
れ
ら
自
身
の
必
要
を
み
た
す
権
利
能
力
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
以
下
の
こ
と
を
宣
言
す
る
。
【
解
説
】
第
七
段
落
は
、
持
続
可
能
な
開
発
を
、
経
済
的
発
展
、
社
会
的
進
歩
そ
し
て
環
境
保
護
の
間
の
調
和
の
お
か
げ
で
諸
世
代
間
お
よ
び
諸
国
民
間
の
連
帯
を
保
障
す
る
社
会
的
選
択
と
し
て
み
と
め
る
。
た
と
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
行
動
様
式
を
変
え
な
け
れ
ば
、
気
候
現
象
の
慣
性
を
考
え
る
と
、
将
来
世
代
は
長
期
に
わ
た
っ
て
温
室
効
果
に
苦
し
ま
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
責
任
は
将
来
を
守
る
た
め
、
今
日
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
お
さ
え
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
マ
ル
サ
ス
主
義
的
選
択
を
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
は
短
期
的
に
は
、
経
済
発
展
、
社
会
進
歩
に
現
れ
る
技
術
革
新
を
含
意
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
条
各
人
は
均
衡
の
と
れ
た
健
康
に
よ
い
環
境
の
中
で
生
き
る
権
利
を
も
つ
。
【
解
説
】
憲
章
の
第
一
条
は
新
し
い
権
利
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各
人
が
あ
る
質
的
な
基
準
を
満
た
す
環
境
の
中
で
生
き
る
権
利
で
あ
る
。「
均
衡
の
と
れ
た
」
と
い
う
言
葉
は
、
生
物
多
様
性
、
自
然
環
境
の
良
い
機
能
お
よ
び
低
い
水
準
の
汚
染
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
が
健
康
に
適
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
健
康
の
保
護
」
は
す
で
に
一
九
四
六
年
の
憲
法
前
文
で
す
べ
て
の
者
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に
保
障
さ
れ
て
い
る
。
健
全
な
（
健
康
に
良
い
と
い
う
意
味
で
）
か
つ
、
均
衡
の
と
れ
た
環
境
へ
の
権
利
は
、
国
際
法
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
多
く
の
テ
ク
ス
ト
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
第
二
条
す
べ
て
の
人
は
環
境
の
保
全
と
改
善
に
参
加
す
る
義
務
を
も
つ
。
【
解
説
】
憲
章
の
準
備
過
程
に
お
け
る
国
民
か
ら
の
意
見
聴
取
は
、
こ
の
義
務
の
第
一
義
的
重
要
性
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。
義
務
の
確
認
は
憲
法
的
テ
ク
ス
ト
で
は
新
し
い
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
自
然
人
・
法
人
は
環
境
の
質
の
保
護
お
よ
び
改
善
に
参
加
す
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
倫
理
的
義
務
で
あ
る
。
諸
義
務
の
観
念
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
基
本
権
憲
章
に
お
い
て
す
で
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
三
、
四
お
よ
び
五
条
は
環
境
の
た
め
の
行
動
の
様
態
を
定
め
て
い
る
。
防
止
、
予
防
、
賠
償
、
汚
染
者＝
支
払
い
者
の
観
念
は
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
条
約
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
で
結
ば
れ
た
他
の
条
約
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
こ
の
国
の
法
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
第
三
条
す
べ
て
の
人
は
環
境
に
対
し
て
も
た
ら
す
こ
と
の
あ
る
侵
害
を
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
、
防
ぎ
あ
る
い
は
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
【
解
説
】
環
境
へ
の
侵
害
を
優
先
的
に
避
け
、
か
つ
、
減
ら
す
こ
と
、
こ
れ
が
未
然
防
止
で
あ
り
、
こ
れ
は
既
知
の
す
べ
て
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
。
未
然
防
止
が
可
能
で
な
い
と
き
、
汚
染
を
可
能
な
限
り
制
限
す
る
よ
う
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
未
然
防
止
の
実
施
の
条
件
を
明
確
化
す
る
こ
と
は
立
法
者
の
権
限
に
属
す
る
。
第
四
条
す
べ
て
の
人
は
環
境
に
対
し
て
引
き
起
こ
し
た
損
害
の
修
復
に
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
、
貢
献
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
【
解
説
】
そ
う
し
な
い
場
合
に
は
、
全
て
の
者
は
損
害
を
賠
償
す
る
の
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賠
償
は
、
汚
染
者＝
支
払
い
者
と
い
う
語
よ
り
も
明
確
な
形
で
汚
染
者
の
責
任
を
問
題
に
す
る
。
汚
染
者＝
支
払
い
者
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
国
民
か
ら
の
意
見
聴
取
に
お
い
て
、
こ
の
語
は
汚
染
す
る
権
利
を
与
え
る
も
の
と
理
解
さ
れ
う
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
（
賠
償
の
）
様
態
を
定
め
、
汚
染
が
社
会
に
よ
る
選
択
や
歴
史
の
遺
産
か
ら
生
じ
た
と
き
必
要
に
な
る
連
帯
と
の
調
和
を
決
め
る
た
め
に
立
法
者
が
介
入
す
る
。
第
五
条
損
害
の
発
生
が
、
科
学
的
知
見
の
状
態
か
ら
し
て
不
確
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
環
境
を
重
大
か
つ
回
復
不
能
な
形
で
害
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
き
、
公
的
当
局
は
予
防
原
則
の
適
用
に
よ
っ
て
、
損
害
の
発
生
を
回
避
す
る
た
め
、
暫
定
か
つ
相
応
の
措
置
の
採
用
お
よ
び
生
じ
る
危
険
の
評
価
の
手
続
き
の
実
施
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
【
解
説
】
環
境
に
対
す
る
重
大
か
つ
回
復
不
能
な
損
害
の
危
険
に
直
面
す
る
か
も
し
れ
な
い
特
別
な
場
合
に
、
そ
の
発
生
が
科
学
的
知
見
上
不
確
実
で
あ
る
と
き
、
適
用
さ
れ
る
の
が
予
防
原
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
公
的
機
関
に
対
し
て
、
生
じ
う
る
リ
ス
ク
に
対
し
て
そ
の
費
用
と
そ
の
規
模
に
応
じ
て
、
即
時
の
、
か
つ
、
期
間
を
限
定
し
た
措
置
を
執
り
、
あ
る
い
は
執
ら
せ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
リ
ス
ク
を
よ
り
良
く
知
る
た
め
の
鑑
定
を
お
こ
な
い
、
ま
た
、
そ
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。
こ
れ
は
責
任
あ
る
行
動
の
原
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
存
在
し
な
い
リ
ス
ク
ゼ
ロ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
含
ま
れ
て
い
る
リ
ス
ク
に
無
頓
着
な
進
歩
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
の
間
の
均
衡
を
可
能
に
す
る
。
こ
の
条
文
の
作
成
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
こ
の
原
則
使
用
の
逸
脱
と
、
無
行
動
へ
と
導
く
徹
底
的
な
禁
止
措
置
の
一
般
化
と
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
研
究
さ
れ
て
き
た
。
第
六
条
公
共
政
策
は
持
続
可
能
な
開
発
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
公
共
政
策
は
環
境
の
保
護
と
利
用
を
考
慮
し
、
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れ
ら
を
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
発
展
と
両
立
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
【
解
説
】
こ
の
条
項
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
展
望
の
中
で
、
全
て
の
公
共
政
策
で
環
境
を
考
慮
す
る
と
い
う
組
み
込
み
原
則
を
認
め
る
。
環
境
の
尊
重
と
経
済
・
社
会
の
発
展
の
調
和
が
必
要
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
開
発
は
一
九
九
二
年
の
リ
オ
宣
言
以
来
、
多
く
の
国
際
的
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
部
門
別
の
政
策
の
中
に
環
境
を
組
み
込
む
こ
と
は
共
同
体
法
の
原
則
で
も
あ
る
。
第
七
条
す
べ
て
の
人
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
諸
条
件
お
よ
び
諸
制
限
に
お
い
て
、
公
的
機
関
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る
環
境
情
報
を
入
手
し
、
か
つ
、
環
境
に
影
響
を
も
つ
公
的
決
定
の
作
成
に
参
加
す
る
権
利
を
も
つ
。
【
解
説
】
こ
の
条
項
は
、
法
律
が
定
め
る
条
件
に
お
い
て
、
環
境
に
影
響
の
あ
る
公
的
決
定
へ
の
各
人
の
参
加
、
お
よ
び
、
公
的
機
関
が
有
す
る
環
境
に
関
連
す
る
情
報
を
法
人
あ
る
い
は
自
然
人
に
入
手
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
環
境
問
題
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
決
定
へ
の
参
加
、
情
報
入
手
に
関
す
る
一
九
七
六
、
一
九
七
八
、
一
九
七
九
年
の
法
律
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
動
き
の
成
果
で
あ
り
、
公
的
議
論
の
た
め
の
国
の
委
員
会
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
新
し
い
発
展
の
成
果
で
あ
る
。
第
八
条
環
境
の
た
め
の
教
育
お
よ
び
研
修
は
、
こ
の
憲
章
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
権
利
お
よ
び
義
務
の
行
使
に
寄
与
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
【
解
説
】
情
報
を
補
う
も
の
と
し
て
、
教
育
と
研
修
は
人
々
を
啓
発
し
、
し
た
が
っ
て
公
的
決
定
に
対
し
て
よ
り
効
果
的
な
参
加
を
可
能
に
す
る
。
国
民
か
ら
の
意
見
の
聴
取
の
際
に
、
エ
コ
ロ
ジ
ッ
ク
な
行
動
と
環
境
保
護
へ
の
積
極
的
参
加
を
よ
り
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
環
境
教
育
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
意
見
聴
取
に
お
い
て
、
次
の
第
九
条
に
よ
っ
て
想
起
さ
れ
る
環
境
の
た
め
の
科
学
の
役
割
も
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
。
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第
九
条
研
究
お
よ
び
技
術
革
新
は
環
境
の
保
護
お
よ
び
利
用
に
そ
の
力
を
貸
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
【
解
説
】
増
大
す
る
複
雑
さ
と
不
確
実
性
を
特
徴
と
す
る
世
界
に
お
い
て
、
研
究
は
公
的
政
策
と
全
て
の
決
定
者
を
啓
発
す
る
。
技
術
革
新
は
経
済
的
競
争
力
の
ひ
と
つ
の
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
よ
い
有
効
性
を
も
つ
た
め
に
持
続
可
能
な
開
発
に
よ
り
適
合
す
る
生
産
形
態
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
第
十
条
こ
の
憲
章
は
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
活
動
お
よ
び
国
際
的
活
動
に
方
向
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
【
解
説
】
こ
の
条
項
は
、
世
界
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
環
境
と
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
に
、
責
任
を
負
う
意
思
と
義
務
を
明
確
に
し
て
い
る
。
Ｃ
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
環
境
憲
章
に
関
す
る
憲
法
的
法
律
案
の
提
案
理
由
（2003.6.27 （１６
）
）
人
間
は
二
○
世
紀
に
、
自
然
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
行
使
し
た
こ
と
の
な
い
力
を
獲
得
し
た
。
そ
の
力
は
人
類
と
自
然
環
境
と
の
伝
統
的
関
係
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
迫
っ
て
い
る
。
前
例
の
な
い
人
口
増
加
と
む
す
び
つ
い
た
並
外
れ
た
技
術
進
歩
は
、
資
源
の
過
剰
浪
費
と
自
然
遺
産
の
回
復
不
能
な
破
壊
の
リ
ス
ク
を
生
み
出
し
た
。
現
在
お
よ
び
将
来
世
代
の
厚
生
と
健
康
に
対
す
る
諸
結
果
は
き
わ
め
て
深
刻
な
も
の
と
な
り
う
る
。
共
和
国
大
統
領
は
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
人
類
に
対
す
る
大
き
な
責
任
を
し
ば
し
ば
強
調
し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
明
ら
か
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損
害
を
回
避
し
得
る
最
後
の
世
代
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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対
応
が
緊
要
で
あ
る
。
環
境
は
人
間
共
通
の
遺
産
で
あ
る
。
そ
れ
を
保
存
し
、
活
用
す
る
こ
と
は
全
て
の
者
の
義
務
で
あ
る
。
こ
の
責
任
が
明
確
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
内
容
が
明
確
に
さ
れ
、
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
共
和
国
大
統
領
は
、
憲
法
と
一
体
化
さ
れ
た
環
境
憲
章
を
採
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
憲
法
の
な
か
に
人
間
中
心
主
義
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
書
き
込
む
こ
と
を
欲
し
て
き
た
。
こ
の
方
法
は
、
政
府
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
国
民
か
ら
の
意
見
の
聴
取
に
際
し
て
、
ま
た
、
Ｙ
・
コ
パ
ン
教
授
主
宰
の
委
員
会
の
作
業
の
中
で
、
強
く
表
明
さ
れ
た
期
待
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。
環
境
憲
章
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
よ
っ
て
宣
明
さ
れ
た
厳
粛
な
約
束
を
、
一
七
八
九
年
の
人
お
よ
び
市
民
の
権
利
の
宣
言
の
市
民
的
・
政
治
的
権
利
と
、
一
九
四
六
年
の
憲
法
の
前
文
の
経
済
お
よ
び
社
会
的
諸
原
則
に
続
く
も
の
と
し
て
、
確
定
す
る
。
環
境
憲
章
は
憲
法
の
第
三
の
新
し
い
段
階
を
画
す
る
。
環
境
憲
章
は
、
全
て
の
人
、
公
的
権
力
、
裁
判
所
お
よ
び
権
利
主
体
に
課
せ
ら
れ
る
規
範
を
定
め
る
。
こ
う
し
て
、
環
境
権
の
有
効
性
に
有
害
な
わ
が
国
の
法
に
お
け
る
欠
落
が
埋
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
環
境
の
保
護
と
高
い
価
値
付
け
の
要
請
は
、
じ
っ
さ
い
、
憲
法
的
効
力
を
有
す
る
権
利
と
原
則
に
結
び
つ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
し
ば
し
ば
一
七
八
九
年
の
人
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
あ
る
い
は
一
九
四
六
年
の
憲
法
前
文
に
明
示
的
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
規
定
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
種
の
保
護
を
享
受
す
る
諸
権
利
に
対
し
て
、
環
境
権
の
真
の
憲
法
的
原
則
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
環
境
権
は
、
そ
れ
に
割
り
振
ら
れ
た
目
的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
法
的
基
礎
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
必
要
性
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
わ
れ
わ
れ
の
隣
人
た
ち
の
憲
法
―
そ
の
う
ち
の
十
一
が
環
境
権
に
言
及
し
て
い
る
―
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
憲
法
ブ
ロ
ッ
ク
の
構
成
要
素
と
し
て
の
環
境
憲
章
は
、
考
慮
事
項
と
条
文
と
に
よ
っ
て
、
立
法
者
に
と
っ
て
は
新
し
い
参
照
対
象
と
な
る
。
環
境
憲
章
の
遵
守
は
憲
法
院
、
行
政
・
司
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
。
環
境
憲
章
は
全
て
の
権
利
主
体
、
す
な
わ
ち
、
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公
・
私
の
法
人
・
自
然
人
に
関
係
す
る
。
環
境
憲
章
は
、
環
境
問
題
に
関
し
て
フ
ラ
ン
ス
が
参
加
し
た
国
際
的
条
約
の
裁
判
所
に
よ
る
解
釈
に
も
貢
献
す
る
。
環
境
憲
章
は
、
環
境
の
保
護
と
利
用
に
新
し
い
勢
い
を
与
え
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
を
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
た
そ
の
熱
意
に
よ
っ
て
模
範
的
国
家
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
憲
法
的
法
律
案
の
第
一
条
は
、
憲
章
に
特
別
の
公
式
性
を
与
え
る
た
め
憲
法
の
前
文
に
憲
章
へ
の
言
及
を
挿
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
憲
法
前
文
の
第
一
段
落
に
お
い
て
、
一
七
八
九
年
の
人
お
よ
び
市
民
の
権
利
の
宣
言
お
よ
び
一
九
四
六
年
の
憲
法
前
文
に
続
い
て
、
憲
章
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
環
境
に
と
っ
て
二
十
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
「
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
特
別
に
必
要
な
原
則
」
を
宣
明
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
挿
入
は
憲
章
の
目
的
が
権
利
の
承
認
と
同
時
に
義
務
の
宣
明
で
も
あ
る
こ
と
を
、
明
瞭
に
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
一
条
の
採
択
は
、
こ
の
時
ま
で
制
定
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
一
九
五
八
年
十
月
四
日
の
憲
法
の
前
文
の
最
初
の
改
正
を
な
す
。
こ
の
選
択
は
、
環
境
権
の
基
本
原
則
が
上
位
の
憲
法
的
原
則
の
水
準
に
持
ち
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
、
憲
法
前
文
の
最
初
の
段
落
に
補
充
を
加
え
る
こ
と
は
、
一
七
八
九
年
お
よ
び
一
九
四
六
年
の
テ
ク
ス
ト
の
不
変
の
撤
回
不
能
の
性
格
に
何
ら
の
変
更
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
な
い
。
法
律
案
の
第
二
条
は
憲
章
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
一
七
八
九
年
の
人
お
よ
び
市
民
の
権
利
の
宣
言
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
憲
章
の
諸
条
項
の
前
に
理
由
の
説
明
が
置
か
れ
る
。
七
つ
の
考
慮
事
項
が
そ
れ
で
あ
る
。
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第
一
お
よ
び
第
二
考
慮
事
項
は
、
人
類
と
自
然
環
境
の
間
の
相
互
的
関
係
の
、
と
く
に
科
学
的
諸
発
見
に
よ
る
意
識
化
を
言
明
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
考
慮
事
項
は
、
人
類
の
出
現
、
現
存
在
そ
し
て
将
来
と
自
然
環
境
と
の
切
り
離
す
こ
と
の
出
来
な
い
関
係
を
述
べ
て
い
る
。
第
三
考
慮
事
項
は
、
環
境
保
護
の
万
人
に
関
係
す
る
広
が
り
を
語
っ
て
い
る
。
環
境
は
人
類
の
共
通
の
遺
産
で
あ
る
。
地
球
規
模
で
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
均
衡
の
解
体
の
知
覚
し
う
る
諸
現
象
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
ご
く
僅
か
な
再
生
可
能
性
、
そ
し
て
生
物
多
様
性
に
与
え
ら
れ
た
打
撃
は
、
際
限
が
な
く
、
人
類
の
将
来
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
第
四
考
慮
事
項
は
、
人
間
は
生
存
の
諸
条
件
に
対
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
自
身
の
発
展
に
対
し
て
実
際
に
増
大
し
つ
つ
あ
る
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
事
実
の
確
認
は
、
憲
章
が
認
め
る
新
し
い
責
任
を
基
礎
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
第
五
考
慮
事
項
は
、
あ
る
特
定
の
生
産
お
よ
び
消
費
の
形
態
は
、
環
境
に
対
し
て
、
人
格
の
開
花
に
対
し
て
、
そ
し
て
人
間
社
会
の
質
的
発
展
に
対
し
て
有
害
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
の
確
認
で
あ
る
。
こ
の
考
慮
事
項
は
、
自
然
資
源
が
し
ば
し
ば
再
生
可
能
の
限
界
を
超
え
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
過
度
の
リ
ズ
ム
で
最
終
的
に
使
い
尽
く
さ
れ
つ
る
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
人
間
の
生
存
の
質
は
、
動
物
・
植
物
種
の
生
物
多
様
性
も
含
ん
で
自
然
に
直
接
結
び
つ
い
た
供
給
に
も
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
六
考
慮
事
項
は
、
環
境
の
保
護
を
、
国
家
の
そ
の
他
の
基
本
的
利
益
す
な
わ
ち
国
家
の
独
立
、
国
家
の
安
全
、
国
家
の
防
衛
・
外
交
の
方
法
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
外
国
に
お
け
る
人
々
の
保
護
、
科
学
や
経
済
の
潜
在
的
能
力
の
基
本
的
要
素
そ
し
て
文
化
遺
産
と
同
列
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に
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
考
慮
事
項
は
、
同
時
に
、
環
境
保
護
と
国
家
の
他
の
基
本
的
利
益
は
調
和
が
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
―
環
境
法
の
国
際
的
諸
テ
ク
ス
ト
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
―
を
表
明
し
て
い
る
。
社
会
の
選
択
と
し
て
の
持
続
可
能
な
開
発
は
、
第
七
考
慮
事
項
に
お
い
て
憲
法
的
承
認
を
見
出
す
。
社
会
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
条
件
を
決
定
す
る
選
択
に
あ
た
っ
て
将
来
世
代
お
よ
び
そ
の
他
の
国
民
が
そ
の
固
有
の
必
要
を
満
た
す
能
力
を
危
う
く
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
目
標
を
掲
げ
つ
つ
、
世
代
間
お
よ
び
国
民
間
の
連
帯
を
承
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
憲
章
の
第
一
条
は
、
新
し
い
権
利
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
質
的
な
基
準
に
対
応
す
る
環
境
の
中
で
生
き
る
権
利
を
創
設
す
る
。「
均
衡
の
と
れ
た
環
境
」
の
観
念
は
生
物
多
様
性
、
種
の
均
衡
、
そ
し
て
自
然
環
境
の
維
持
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
良
い
機
能
、
汚
染
の
低
い
水
準
を
包
含
す
る
。「
健
康
に
よ
い
」
と
い
う
表
現
は
、
自
然
資
源
の
保
全
、
管
理
、
回
復
は
、
今
日
、
健
康
を
守
る
た
め
の
権
利
の
行
使
の
ひ
と
つ
の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
条
は
、
環
境
の
保
全
お
よ
び
改
善
に
参
加
す
る
全
て
の
人
の
義
務
を
言
明
す
る
。
権
利
主
体
の
全
体
に
課
せ
ら
れ
る
義
務
の
言
明
は
、
環
境
に
対
す
る
彼
ら
の
責
任
の
承
認
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
。
第
二
条
で
言
明
さ
れ
た
義
務
は
、
環
境
の
保
全
と
改
善
に
関
連
す
る
。
明
ら
か
に
、
そ
れ
に
「
参
加
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
も
し
全
て
の
人
が
そ
れ
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
参
加
は
全
て
の
人
に
同
等
で
は
あ
り
得
ず
、
か
つ
、
と
く
に
問
題
の
活
動
に
依
存
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
三
条
は
、
自
然
人
で
あ
れ
法
人
で
あ
れ
、
公
人
で
あ
れ
私
人
で
あ
れ
、
全
て
の
人
は
彼
が
環
境
に
も
た
ら
す
こ
と
の
あ
る
侵
害
を
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防
ぐ
義
務
を
言
明
す
る
。
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
、
防
止
の
行
為
は
、
環
境
の
保
護
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
侵
害
の
発
生
を
阻
止
し
、
も
し
そ
れ
が
可
能
で
な
い
な
ら
有
害
な
結
果
を
縮
小
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。「
法
律
に
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
」
と
い
う
表
現
は
、
第
四
条
に
も
現
れ
る
が
、
立
法
者
に
こ
れ
ら
の
条
項
の
実
施
の
た
め
の
真
の
判
断
を
委
ね
る
憲
法
制
定
議
会
の
意
思
を
示
し
て
い
る
。
第
四
条
は
、
第
三
条
の
当
然
の
帰
結
に
含
ま
れ
る
。
全
て
の
人
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る
防
止
が
失
敗
し
、
あ
る
い
は
限
界
を
超
え
た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
損
害
の
発
生
者
に
賠
償
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
環
境
に
関
す
る
責
任
は
《
汚
染
者＝
支
払
者
》
の
原
則
―
こ
の
曖
昧
な
定
式
は
汚
染
す
る
権
利
の
承
認
を
思
わ
せ
る
こ
と
が
あ
る
―
に
基
づ
く
責
任
よ
り
も
厳
し
い
と
認
め
ら
れ
る
。
本
条
を
基
礎
と
し
て
、
自
然
人
で
あ
れ
、
法
人
で
あ
れ
、
公
人
で
あ
れ
私
人
で
あ
れ
、
環
境
に
侵
害
を
も
た
ら
し
た
人
は
、
民
事
責
任
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
を
含
ん
で
、
そ
の
侵
害
の
賠
償
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
条
に
関
し
て
説
明
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
責
任
を
果
た
さ
せ
る
条
件
と
保
障
の
様
態
を
定
め
、
か
つ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
必
要
な
国
民
的
連
帯
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
、
立
法
者
に
委
ね
ら
れ
る
。
第
五
条
は
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
予
防
原
則
を
言
明
し
、
か
つ
、
定
め
、
そ
の
適
用
の
諸
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
原
則
は
、
科
学
的
知
見
の
現
状
か
ら
そ
の
発
生
が
不
確
実
で
あ
る
損
害
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
、
損
害
が
確
実
で
あ
る
リ
ス
ク
に
対
し
て
な
す
べ
き
防
止
行
為
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補
充
的
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
じ
得
る
損
害
は
、
重
大
で
か
つ
回
復
不
能
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
満
た
さ
れ
た
と
き
、
損
害
の
発
生
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
局
に
よ
っ
て
執
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
他
の
当
事
者
に
よ
っ
て
執
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
、
臨
時
の
か
つ
相
応
の
措
置
を
執
る
べ
く
配
慮
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す
る
こ
と
は
、
公
的
機
関
の
責
任
で
あ
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
公
的
機
関
は
、
急
迫
す
る
リ
ス
ク
の
除
去
の
手
続
き
の
実
施
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
公
人
で
あ
れ
私
人
で
あ
れ
、
自
然
人
で
あ
れ
法
人
で
あ
れ
す
べ
て
の
関
係
す
る
人
々
は
、
こ
の
手
続
き
に
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
原
則
を
定
式
化
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
分
野
で
得
ら
れ
る
経
験
を
考
慮
し
て
、
予
防
原
則
の
乱
用
が
い
か
な
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
も
、
と
く
に
経
済
活
動
や
科
学
的
研
究
も
機
能
不
全
に
陥
ら
せ
る
の
を
避
け
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。
不
確
実
性
を
除
去
す
る
た
め
の
研
究
作
業
の
展
開
は
、
不
確
実
性
が
無
用
に
引
き
延
ば
さ
れ
な
い
た
め
に
、
透
明
な
仕
方
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
第
六
条
は
、
持
続
可
能
な
開
発
を
公
的
政
策
の
全
体
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
見
通
し
に
お
い
て
、
環
境
の
保
護
と
利
用
は
、
経
済
お
よ
び
社
会
の
発
展
と
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
発
展
を
抑
制
す
る
こ
と
で
な
く
、
持
続
の
中
に
発
展
を
組
み
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
第
七
条
は
、
公
法
人
（personnes
publiques
）
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
環
境
に
関
す
る
情
報
を
入
手
す
る
憲
法
的
権
利
と
、
環
境
に
影
響
を
有
す
る
公
的
決
定
の
作
成
に
参
加
す
る
憲
法
的
権
利
を
み
と
め
る
。
第
七
条
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
民
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
正
当
な
期
待
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
権
利
の
実
施
の
条
件
を
定
め
る
こ
と
は
立
法
者
に
委
ね
ら
れ
る
。
立
法
者
は
、
い
く
つ
か
の
正
当
な
秘
密
を
守
る
た
め
、
そ
の
限
界
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
規
定
は
、
立
法
者
が
、
と
く
に
国
際
的
諸
協
定
の
結
果
を
引
き
出
す
た
め
、
何
ら
か
の
私
人
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
情
報
を
入
手
す
る
権
利
を
拡
張
す
る
こ
と
に
何
ら
の
障
害
を
な
さ
な
い
。
第
八
条
は
、
環
境
教
育
・
研
修
は
憲
章
に
含
ま
れ
る
義
務
を
引
き
受
け
、
か
つ
、
権
利
を
享
受
す
る
能
力
と
は
関
連
が
あ
る
こ
と
を
70
認
め
る
。
じ
っ
さ
い
、
現
代
の
生
活
諸
条
件
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
容
易
に
使
用
で
き
る
状
態
、
そ
し
て
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
は
、
人
間
は
自
然
に
対
す
る
従
属
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
を
誤
り
に
導
く
可
能
性
が
あ
る
。
自
然
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
あ
る
い
は
大
規
模
汚
染
か
ら
生
じ
る
意
識
か
ら
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
個
人
お
よ
び
集
団
の
新
し
い
倫
理
を
求
め
る
真
の
熱
意
が
生
じ
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
環
境
教
育
・
研
修
の
重
要
性
を
認
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
第
九
条
は
、
研
究
と
技
術
革
新
は
、
環
境
保
護
と
そ
の
利
用
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
、
前
条
を
補
完
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
研
究
と
技
術
革
新
の
積
極
的
役
割
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
展
望
に
お
い
て
、
科
学
の
役
割
は
二
つ
の
側
面
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
球
の
現
状
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
を
啓
発
す
る
側
面
、
お
よ
び
、
憲
章
に
示
さ
れ
た
目
的
に
含
ま
れ
る
経
済
・
社
会
の
発
展
の
方
向
で
行
動
す
る
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
側
面
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
い
ご
に
、
第
十
条
は
、
憲
章
が
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
お
よ
び
国
際
的
活
動
を
方
向
付
け
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
と
国
際
的
約
束
の
関
係
は
（
憲
法
）
第
四
部
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
憲
章
の
こ
の
最
後
の
条
項
に
表
明
さ
れ
た
思
想
は
、
別
の
次
元
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
採
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
責
任
と
倫
理
の
要
請
を
自
ら
に
課
し
、
す
べ
て
の
国
民
に
共
通
の
利
益
と
将
来
世
代
と
の
連
帯
の
道
筋
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
世
界
に
お
い
て
人
間
中
心
主
義
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
促
進
す
る
た
め
の
政
治
的
梃
子
を
手
に
す
る
。
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Ｄ国
民
議
会
で
採
択
さ
れ
た
「
環
境
憲
章
に
関
す
る
憲
法
的
法
律
」（2004.6.1 （１７
）
）
第
一
条
憲
法
前
文
の
第
一
段
落
は
以
下
の
諸
語
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。
「
ま
た
、
二
○
○
四
年
の
環
境
憲
章
に
定
め
ら
れ
る
権
利
お
よ
び
義
務
に
」
第
二
条
二
○
○
四
年
の
環
境
憲
章
は
以
下
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
資
源
と
自
然
の
均
衡
は
人
類
の
出
現
の
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
、
人
類
の
将
来
と
存
在
そ
の
も
の
は
自
然
環
境
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
環
境
は
人
類
の
共
通
の
遺
産
で
あ
る
こ
と
、
人
間
が
生
存
の
諸
条
件
お
よ
び
自
身
の
発
展
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
生
物
多
様
性
、
人
格
の
開
花
お
よ
び
人
間
社
会
の
進
歩
は
、
消
費
あ
る
い
は
生
産
の
特
定
の
あ
り
方
、
自
然
資
源
の
搾
取
に
よ
っ
て
、
傷
つ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
環
境
の
保
護
は
、
国
民
の
そ
の
他
の
基
本
的
利
益
と
同
様
に
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
持
続
可
能
な
開
発
を
確
保
す
る
た
め
に
、
現
在
の
諸
必
要
に
応
え
る
た
め
の
選
択
は
、
将
来
世
代
と
他
の
国
民
が
か
れ
ら
自
身
の
必
要
を
み
た
す
能
力
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
に
鑑
み
、
以
下
の
こ
と
を
宣
言
す
る
。
第
一
条
各
人
は
均
衡
の
あ
る
健
康
を
尊
重
す
る
環
境
の
中
で
生
き
る
権
利
を
も
つ
。
第
二
条
す
べ
て
の
人
は
環
境
の
保
全
と
改
善
に
参
加
す
る
義
務
を
も
つ
。
第
三
条
す
べ
て
の
人
は
環
境
に
対
し
て
も
た
ら
す
こ
と
の
あ
る
侵
害
を
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
、
防
止
し
、
72
ま
た
は
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
そ
の
結
果
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
四
条
す
べ
て
の
人
は
環
境
に
対
し
て
引
き
起
こ
し
た
損
害
の
修
復
に
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
、
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
五
条
公
的
機
関
は
損
害
の
発
生
が
、
科
学
的
知
見
の
状
態
か
ら
し
て
不
確
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
環
境
を
重
大
か
つ
回
復
不
能
な
形
で
害
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
き
、
予
防
原
則
の
適
用
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
権
の
お
よ
ぶ
範
囲
で
、
損
害
の
発
生
を
回
避
す
る
た
め
、
生
じ
る
危
険
の
評
価
の
手
続
き
を
実
施
し
、
お
よ
び
暫
定
の
か
つ
相
応
の
措
置
の
採
用
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
第
六
条
公
共
政
策
は
持
続
可
能
な
開
発
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
公
共
政
策
は
環
境
の
保
護
お
よ
び
利
用
と
を
考
慮
し
、
経
済
開
発
お
よ
び
社
会
進
歩
と
調
和
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
第
七
条
す
べ
て
の
人
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
諸
条
件
お
よ
び
諸
制
限
に
お
い
て
、
公
的
機
関
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る
環
境
情
報
を
入
手
し
、
か
つ
、
環
境
に
影
響
を
も
つ
公
的
決
定
の
作
成
に
参
加
す
る
権
利
を
も
つ
。
第
八
条
環
境
の
た
め
の
教
育
お
よ
び
研
修
は
、
こ
の
憲
章
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
権
利
お
よ
び
義
務
の
行
使
に
寄
与
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
九
条
研
究
お
よ
び
技
術
革
新
は
環
境
の
保
護
お
よ
び
利
用
に
そ
の
力
を
貸
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
十
条
こ
の
憲
章
は
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
活
動
お
よ
び
国
際
的
活
動
に
方
向
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
条
憲
法
第
三
四
条
の
第
一
五
段
落
の
次
に
第
一
六
段
落
と
し
て
「
―
環
境
保
護
」
を
加
え
る
。
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三今
回
の
憲
法
改
正
の
法
的
特
徴
今
回
の
改
正
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
で
政
治
的
な
重
要
性
は
大
い
に
強
調
さ
れ
う
る
し
、
様
々
な
側
面
か
ら
議
論
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
章
で
は
主
と
し
て
法
的
側
面
に
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
特
徴
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
Ａ
環
境
保
護
の
憲
法
化
の
法
的
意
味
ま
ず
、
ド
フ
レ
ッ
セ
ル
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
「
大
部
分
は
す
で
に
法
律
レ
ベ
ル
で
規
定
さ
れ
て
い
る
諸
規
範
を
法
的
位
階
秩
序
の
頂
点
に
ま
で
持
ち
上
げ
る
（
憲
法
化
す
る
）
こ
と
は
何
の
た
め
に
必
要
な
の
か
」
と
い
う
問
い
が
発
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
言
う
（p.23
）。
そ
し
て
、
彼
は
お
お
よ
そ
次
の
四
点
を
指
摘
し
て
い
る
（p.25
）。
（
１
）
こ
れ
ま
で
の
環
境
保
護
に
関
す
る
諸
立
法
は
、
ご
く
僅
か
な
例
外
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
死
文
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
（
２
）
こ
れ
ま
で
の
環
境
政
策
は
、
今
日
ま
で
あ
ま
り
に
部
門
別
的
で
あ
り
す
ぎ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
豊
富
な
立
法
・
規
制
措
置
を
生
み
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
錯
綜
が
時
と
し
て
そ
れ
ら
を
適
用
で
き
な
い
も
の
に
し
た
。
法
相
ド
ミ
ニ
ク
・
ペ
ル
バ
ン
は
「
環
境
権
は
、
憲
法
的
価
値
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
の
立
法
テ
ク
ス
ト
の
錯
綜
の
上
に
登
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
環
境
保
護
の
憲
法
レ
ベ
ル
へ
の
上
昇
は
、
実
施
さ
れ
る
政
策
に
整
合
性
を
与
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
（
３
）
第
三
の
理
由
は
、
法
相
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
憲
法
ブ
ロ
ッ
ク
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
章
は
立
法
者
の
活
動
を
枠
付
け
る
。法
律
は
憲
法
院
に
よ
っ
て
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
得
る
し
、解
釈
的
留
保
の
対
象
を
な
し
得
る
」。（p.25
）。
す
な
わ
ち
、
憲
法
化
さ
れ
た
環
境
保
護
の
原
則
は
、
立
法
お
よ
び
国
際
条
約
の
基
準
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
憲
章
は
環
境
保
護
の
基
本
74
的
な
保
障
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、
環
境
保
護
に
絶
対
的
価
値
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
き
た
憲
法
上
の
諸
権
利
と
調
和
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
４
）
環
境
保
護
に
つ
い
て
の
国
際
的
規
範
は
、
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
に
対
応
す
る
国
内
的
源
泉
す
な
わ
ち
憲
法
的
基
準
が
こ
れ
ま
で
欠
如
し
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
そ
れ
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｂ
憲
章
作
成
過
程
へ
の
国
民
の
参
加
フ
ラ
ン
ス
憲
法
史
に
お
い
て
、《charte
》（
憲
章
）
と
い
う
呼
称
は
、《octroi
》（
授
与
）
―
君
主
か
ら
臣
民
へ
恣
意
的
に
授
与
す
る
―
の
論
理
を
想
起
さ
せ
る
の
で
、
適
切
で
は
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
と
言
う
（p.27
）。
し
か
し
、
今
回
の
憲
章
作
成
過
程
は
「
授
与
」
と
は
対
極
的
な
仕
方
で
、
す
な
わ
ち
《
市
民
社
会
》
の
参
加
を
得
て
進
め
ら
れ
た
。
（
１
）
中
心
は
も
ち
ろ
ん
「
憲
章
準
備
委
員
会
」、
い
わ
ゆ
る
「
コ
パ
ン
委
員
会
」
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
発
足
当
初
は
一
八
人
、
の
ち
補
充
さ
れ
て
二
五
人
と
い
う
比
較
的
限
定
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
が
、「
政
治
の
世
界
で
は
オ
ヴ
ニ
（
未
確
認
飛
行
物
体
）
で
あ
る
」（
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
持
続
的
開
発
担
当
相
の
発
言
）
コ
パ
ン
委
員
長
の
下
で
、
そ
の
仕
事
は
科
学
者
、
法
律
家
、
企
業
主
、
政
治
家
、
環
境
保
護
団
体
代
表
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
公
平
無
私
な
態
度
で
突
き
合
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（p.28
）。
こ
の
委
員
会
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
持
続
的
開
発
省
の
行
政
委
員
会
に
補
佐
さ
れ
、
ま
た
、
多
く
の
専
門
家
を
集
め
た
法
律
委
員
会
と
科
学
委
員
会
の
協
力
を
得
る
形
で
、
合
計
五
○
○
人
以
上
の
専
門
家
が
憲
章
準
備
の
た
め
に
働
い
た
（p.28-29
）。
そ
し
て
、
コ
パ
ン
委
員
会
は
二
○
○
三
年
三
月
二
○
日
に
全
会
一
致
で
（
三
人
が
欠
席
）
テ
ク
ス
ト
を
採
択
し
た
。
（
２
）
国
民
か
ら
の
意
見
聴
取
。「
は
じ
め
に
」
で
示
し
た
地
域
集
会
と
国
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
手
続
き
を
踏
ん
で
作
成
さ
れ
た
憲
章
は
、
市
民
社
会
か
ら
で
た
も
の
で
あ
る
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
持
続
的
開
発
担
当
相
は
評
価
し
た
（p.30
）。
し
か
し
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
ド
フ
レ
ッ
セ
ル
は
指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
、

地
域
集
会
は
、
コ
パ
ン
委
員
会
の
作
業
と
並
行
し
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
集
会
で
表
明
さ
れ
た
多
様
な
意
見
は
委
員
会
の
作
業
に
は
決
定
的
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
地
域
集
会
に
は
、
毎
回
、
少
な
く
と
も
一
人
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
い
た
と
し
て
も
、
集
会
は
憲
章
テ
ク
ス
ト
案
を
議
論
す
る
形
で
は
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（p.30
）。

議
会
に
提
出
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
は
コ
パ
ン
委
員
会
で
作
成
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
。
委
員
会
は
「
政
府
の
、
つ
い
で
議
会
の
作
業
の
基
礎
と
な
り
う
る
テ
ク
ス
ト
」
を
提
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
１８
）
。
じ
っ
さ
い
、
委
員
会
の
テ
ク
ス
ト
を
も
と
に
、
各
省
間
の
調
整
が
な
さ
れ
て
法
律
案
が
作
成
さ
れ
た
。
コ
パ
ン
教
授
は
、
政
府
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
最
終
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
、
意
見
を
聞
か
れ
な
か
っ
た
と
い
う
（p.31
）。
以
上
の
事
実
を
踏
ま
え
て
、
ド
フ
レ
ッ
セ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
新
し
い
憲
法
改
正
の
準
備
に
通
常
以
上
に
協
力
さ
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
改
正
は
国
民
の
意
思
の
表
明
か
ら
出
た
も
の
と
見
な
さ
れ
難
い
と
判
断
し
て
い
る
（p.31
）。
し
か
も
、
憲
法
改
正
が
下
院
・
上
院
で
可
決
さ
れ
た
の
ち
、
レ
フ
ェ
ラ
ン
ダ
ム
（
国
民
投
票
）
に
付
す
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
の
は
大
統
領
の
権
限
に
属
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
憲
法
改
正
が
レ
フ
ェ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
な
く
、
両
院
合
同
会
議
で
決
め
ら
れ
る
な
ら
、
第
二
条
第
二
項
を
「
フ
ラ
ン
ス
国
民
」
で
は
な
く
、「
国
民
の
代
表
者
」
に
修
正
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
強
く
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（p.31
）。
Ｃ
憲
法
と
一
体
化
し
た
憲
章
（
１
）「
憲
法
と
一
体
化
し
た
憲
章
」（une
charte
adossée
à
la
constitution （１９
）
）
と
い
う
表
現
は
、
シ
ラ
ク
大
統
領
が
オ
ル
レ
ア
ン
お
よ
び
ア
ヴ
ラ
ン
シ
ュ
に
お
け
る
演
説
で
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
憲
法
学
者
お
よ
び
憲
章
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
間
で
議
論
を
76
引
き
起
こ
し
た
。
と
い
の
は
、「
一
体
化
し
た
」
と
い
う
言
葉
は
、
法
学
的
に
は
特
別
な
意
味
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
対
応
す
る
憲
法
的
形
態
が
直
ち
に
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
コ
パ
ン
委
員
会
は
、
法
律
委
員
会
の
助
力
を
得
て
、
三
つ
の
仮
説
に
つ
い
て
検
討
し
た
（p.33-34
）。

第
一
は
、
も
っ
と
も
控
え
め
な
も
の
で
、
憲
法
典
に
は
環
境
権
の
承
認
だ
け
を
導
入
す
る
。
こ
の
場
合
、
憲
章
は
こ
の
改
正
の
憲
法
的
法
律
の
理
由
の
説
明
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
憲
章
は
規
範
的
効
力
は
持
た
な
い
が
、
裁
判
官
に
対
し
て
、
新
し
い
環
境
権
に
与
え
る
べ
き
解
釈
に
着
想
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

憲
章
の
テ
ク
ス
ト
に
「
組
織
法
律
」（loiorganique
）
の
形
式
を
与
え
る
。
こ
の
案
が
委
員
会
内
部
で
強
い
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
と
言
う
。
そ
れ
は
、
憲
法
規
定
は
必
然
的
に
簡
明
な
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
組
織
法
律
に
す
れ
ば
、
諸
原
則
の
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
柄
を
詳
し
く
規
定
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
憲
章
は
超
法
律
的
効
力
を
有
し
、
憲
法
院
に
よ
る
法
律
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
（p.34
）。

第
三
の
選
択
肢
は
、
最
も
画
期
的
な
も
の
で
、
完
全
な
憲
法
的
効
力
を
有
す
る
憲
章
を
作
成
し
、
憲
法
の
前
文
に
お
い
て
、
一
七
八
九
年
の
人
権
宣
言
と
一
九
四
六
年
の
前
文
へ
の
言
及
と
並
べ
て
言
及
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
三
つ
の
提
案
を
持
っ
て
、
コ
パ
ン
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
二
○
○
三
年
一
月
に
大
統
領
に
会
っ
た
。
そ
の
と
き
大
統
領
は
、
憲
章
の
憲
法
的
性
格
に
強
い
関
心
を
示
し
つ
つ
、
三
案
を
十
分
研
究
す
る
よ
う
促
し
た
と
言
う
。
こ
れ
を
機
会
に
、
大
統
領
の
意
向
を
考
慮
し
、
ま
た
、
政
治
的
見
通
し
も
考
慮
し
て
、
準
備
委
員
会
は
第
三
の
選
択
肢
を
選
ぶ
方
向
に
進
ん
だ
（p.34
）。
（
２
）
採
用
さ
れ
た
画
期
的
方
式
憲
章
案
は
二
条
形
式
で
提
示
さ
れ
た
。
第
一
条
は
憲
法
前
文
の
第
一
段
落
を
補
充
す
る
（
二
の
Ａ
を
参
照
）。
第
二
条
は
憲
章
を
七
つ
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の
考
慮
事
項
と
一
○
条
の
構
成
と
し
て
憲
法
ブ
ロ
ッ
ク
に
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
法
形
式
上
の
特
徴
と
し
て
、
ド
フ
レ
ッ
セ
ル
は
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
（p.36-36
）。

新
し
い
規
定
を
他
の
規
定
と
入
れ
替
え
に
で
は
な
く
、
ま
た
、
憲
法
院
の
判
決
あ
る
い
は
国
際
的
約
束
に
由
来
す
る
強
制
に
よ
ら
ず
に
導
入
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
改
正
は
、
既
存
の
条
文
の
番
号
付
け
を
尊
重
し
て
、
そ
れ
を
崩
さ
ず
に
規
定
を
挿
入
す
る
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
今
回
は
、
憲
法
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
憲
法
的
法
律
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
は
改
正
と
し
て
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

憲
章
に
は
多
数
の
考
慮
事
項
が
付
さ
れ
て
い
る
（
一
七
八
九
年
の
宣
言
で
は
一
項
目
の
み
）。
四
環
境
憲
章
の
内
容
的
特
徴
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
持
続
可
能
な
開
発
担
当
大
臣
バ
シ
ュ
ロ＝
ナ
ル
カ
ン
女
史
は
、
大
統
領
は
彼
女
に
「
す
ば
ら
し
い
テ
ク
ス
ト
」
を
求
め
た
と
語
り
、
そ
し
て
こ
れ
は
達
せ
ら
れ
、
若
干
の
条
項
は
あ
た
か
も
「
彫
金
師
の
仕
事
」
だ
と
評
価
し
た
と
言
う
（p.39
）。
ド
フ
レ
ッ
セ
ル
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
は
多
く
の
問
題
・
主
張
間
の
均
衡
を
と
る
こ
と
に
成
功
し
た
点
に
あ
る
と
し
て
、
特
に

人
間
中
心
主
義
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
選
ん
だ
点
、

権
利
と
義
務
が
均
衡
し
て
い
る
点
、

事
後
に
立
法
者
の
作
業
に
多
く
を
付
託
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
と
し
て
い
る
（p.39
）。
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Ａ人
間
中
心
主
義
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
選
択
（
１
）
人
間
の
た
め
の
権
利
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
人
間
諸
活
動
と
自
然
と
の
再
均
衡
化
の
必
要
性
に
関
す
る
思
想
で
あ
る
が
、
こ
の
再
均
衡
化
を
人
間
中
心
に
考
え
る
人
間
中
心
主
義
（
ア
ン
ト
ロ
ポ
サ
ン
ト
リ
ス
ム
）
に
対
し
て
、
そ
の
対
極
に
、
こ
れ
を
拒
否
し
、
再
均
衡
化
を
極
限
ま
で
進
め
自
然
を
中
心
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
「
深
い
」
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
デ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
）
の
立
場
が
あ
る
。
後
者
は
、
自
然
に
人
格
を
み
と
め
、「
木
の
権
利
」
や
「
動
物
の
権
利
」
な
ど
を
主
張
す
る
生
物
中
心
主
義
（
ビ
オ
サ
ン
ト
リ
ス
ム
あ
る
い
は
エ
コ
サ
ン
ト
リ
ス
ム
）
で
も
あ
る
（p.39
）。
大
統
領
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
こ
の
問
題
に
明
確
な
方
向
性
を
与
え
た
。「
人
間
中
心
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
選
択
す
る
。
こ
の
こ
と
は
全
て
の
計
画
の
中
心
に
人
間
を
お
く
と
い
う
や
り
方
を
選
択
す
る
こ
と
で
あ
る
」（
二
〇
〇
三
年
五
月
三
日
、
オ
ル
レ
ア
ン
演
説
）
（p.39
）。
他
国
の
憲
法
に
は
エ
コ
サ
ン
ト
リ
ス
ム
的
規
定
を
置
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
バ
ヴ
ァ
リ
ア
州
憲
法
は
、
自
然
お
よ
び
景
観
を
敬
意
を
も
っ
て
取
り
扱
う
べ
き
こ
と
を
定
め
、
ま
た
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
憲
法
は
「
動
物
と
植
物
は
生
物
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
生
存
に
必
要
な
空
間
と
生
息
環
境
は
維
持
さ
れ
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
（p.40
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
今
回
の
憲
章
で
は
、
動
物
に
も
植
物
に
も
言
及
が
な
い
点
が
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
七
つ
の
考
慮
事
項
の
う
ち
六
つ
に
お
い
て
人
間
あ
る
い
は
人
類
に
言
及
し
て
い
る
。
（
２
）
人
類
の
共
通
の
遺
産
と
し
て
の
環
境
。「
共
通
の
遺
産
」
と
言
う
観
念
自
体
、
人
間
に
帰
せ
ら
れ
る
中
心
的
役
割
を
強
調
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
環
境
が
わ
れ
わ
れ
に
集
合
的
に
帰
属
す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
自
然
が
一
人
の
人
間
と
同
視
さ
れ
え
な
い
か
ら
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。
遺
産
と
考
え
る
こ
と
は
主
体
と
し
て
の
人
間
に
よ
っ
て
領
有
さ
れ
た
客
体
と
し
て
の
自
然
と
い
う
論
理
に
従
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
領
有
は
所
有
の
権
利
と
同
視
さ
れ
得
る
。
そ
れ
は
権
利
保
持
者
に
絶
対
的
仕
方
で
そ
の
物
を
享
受
し
、
か
つ
、
処
分
す
る
権
利
を
与
え
る
。
こ
れ
に
は
破
壊
す
る
権
利
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
遺
産
の
観
念
は
保
全
お
よ
び
伝
え
る
義
務
を
強
調
す
る
。「
人
は
資
本
を
増
や
す
た
め
に
管
理
し
、
遺
産
を
伝
え
る
た
め
に
管
理
す
る
」
と
言
わ
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
（p.40-41
）。
し
か
し
、
実
際
に
は
「
世
界
の
共
有
財
産
」（global
com
m
ons
）
あ
る
い
は
「
世
界
の
公
的
財
産
」（global
public
goods
）
と
い
う
概
念
が
、
空
気
・
海
洋
資
源
・
水
・
耕
作
可
能
地
・
熱
帯
の
森
林
・
野
生
の
動
物
等
を
指
す
た
め
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
概
念
を
用
い
る
場
合
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
有
名
な
テ
ー
ゼ
「
共
有
財
産
の
悲
劇
」
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
牧
草
地
を
共
有
す
る
羊
飼
い
社
会
に
お
い
て
、
経
済
主
体
（
個
々
の
羊
飼
い
）
の
自
己
利
益
を
追
求
す
る
競
争
が
、
不
可
避
的
に
牧
草
地
の
荒
廃
を
導
く
、
と
い
う
。
個
々
の
羊
飼
い
の
合
理
性
が
、
資
源
の
更
新
・
保
全
の
限
界
を
超
え
て
搾
取
・
荒
廃
を
惹
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
必
要
な
の
は
、
全
員
の
利
益
の
た
め
の
適
切
な
管
理
で
あ
る
（p.42-43
）。
問
題
を
仮
説
か
ら
現
実
問
題
に
置
き
直
し
て
み
る
と
、
こ
の
管
理
が
い
か
な
る
規
模
で
組
織
さ
れ
る
か
が
問
題
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
羊
飼
い
社
会
で
は
、
諸
個
人
間
の
共
同
体
の
組
織
が
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
の
環
境
法
典
は
、
環
境
が
国
民
共
通
の
遺
産
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
国
の
枠
組
で
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
境
を
越
え
る
渡
り
鳥
の
保
護
に
関
し
て
、
国
の
枠
組
み
は
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
司
法
裁
判
所
は
、
一
九
八
八
年
の
判
断
に
お
い
て
、「
渡
り
鳥
の
保
護
は
、
典
型
的
に
国
境
を
越
え
る
環
境
問
題
の
性
格
を
帯
び
る
。
こ
れ
は
構
成
諸
国
共
通
の
責
任
を
含
意
す
る
。
―（
中
略
）―
野
鳥
の
完
全
か
つ
有
効
な
保
護
は
、
―（
中
略
）―
野
鳥
保
護
を
国
の
遺
産
の
観
念
に
合
わ
せ
て
決
め
て
い
る
国
の
す
べ
て
の
立
法
と
相
容
れ
な
い
も
の
と
す
る
」
と
し
た
（p.43
）。
80
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
憲
章
は
第
三
考
慮
事
項
に
お
い
て
、
環
境
を
「
人
類
の
共
通
の
遺
産
」
と
述
べ
、
理
由
の
説
明
に
お
い
て
地
球
規
模
で
の
管
理
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
（
３
）
持
続
可
能
な
開
発
。「
遺
産
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
環
境
は
、
将
来
世
代
へ
の
継
承
の
要
請
と
結
び
つ
く
。
継
承
し
て
ゆ
く
の
は
人
間
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
持
続
可
能
な
開
発
の
促
進
の
主
張
は
、
人
間
中
心
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
選
択
を
含
意
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
リ
オ
宣
言
の
「
人
間
は
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
関
心
の
中
心
に
お
か
れ
て
い
る
」
と
い
う
文
言
が
想
起
さ
れ
る
（p.44
）。
と
こ
ろ
で
、「
持
続
可
能
な
開
発
」
が
公
式
文
書
で
言
及
さ
れ
た
最
初
は
、
一
九
八
○
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
も
と
に
お
か
れ
た
「
自
然
・
そ
の
資
源
保
全
の
た
め
の
国
際
ユ
ニ
オ
ン
」
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
「
保
全
の
世
界
戦
略
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
、
一
九
八
七
年
、
国
連
の
環
境
と
開
発
の
世
界
委
員
会
（
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
女
史
主
宰
）
の
報
告
に
よ
っ
て
定
義
・
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
は
、
産
業
発
展
の
追
及
と
環
境
資
源
の
保
全
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
展
望
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
。「
持
続
可
能
な
開
発
は
、
将
来
世
代
の
そ
れ
自
身
の
欲
求
を
満
た
す
可
能
性
を
危
う
く
す
る
こ
と
な
し
に
、
現
在
の
欲
求
に
応
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
」（p.45
）。
「
持
続
可
能
な
開
発
」
の
概
念
に
は
三
本
の
柱
の
調
和
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
経
済
的
発
展
、
社
会
的
進
歩
、
環
境
保
護
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
開
発
に
つ
い
て
、
憲
章
は
第
六
条
で
こ
れ
を
規
定
し
、
第
七
考
慮
事
項
で
詳
述
し
て
い
る
。
大
統
領
は
、
こ
の
立
場
か
ら
二
○
○
二
年
九
月
に
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
環
境
・
開
発
サ
ミ
ッ
ト
」
に
お
い
て
、
先
進
国
に
は
そ
の
消
費
様
式
を
変
更
す
る
こ
と
、
途
上
国
に
は
よ
り
汚
染
の
少
な
い
成
長
方
式
を
見
出
す
以
外
の
解
決
は
な
い
こ
と
を
認
め
る
よ
う
促
し
つ
つ
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
世
界
同
盟
」
を
呼
び
か
け
た
（p.45
）。
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Ｂ権
利
と
義
務
憲
章
に
は
権
利
と
と
も
に
義
務
を
規
定
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
ま
ず
、
大
統
領
の
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
大
統
領
は
「（
憲
章
で
は
）
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
基
本
原
則
を
権
利
と
義
務
と
と
も
に
認
め
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
く
つ
か
の
機
会
に
明
言
し
て
い
た
（p.47
）。
ま
た
、
コ
パ
ン
委
員
会
の
報
告
に
よ
る
と
、
委
員
会
、
特
別
委
員
会
、
地
域
集
会
、
国
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
等
に
お
い
て
、
「
環
境
へ
の
新
し
い
権
利
の
承
認
は
、
環
境
に
対
す
る
新
し
い
義
務
の
確
認
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
」
こ
と
が
強
く
主
張
さ
れ
た
と
い
う
（p.47
）。
こ
う
し
て
、
憲
法
的
法
律
の
第
一
条
は
、
憲
法
前
文
に
追
加
さ
れ
る
文
言
の
中
で
、
権
利
と
義
務
に
言
及
し
た
の
ち
、
憲
章
で
は
第
一
条
と
第
七
条
に
お
い
て
権
利
を
定
め
、
第
十
条
を
除
く
他
の
六
条
で
は
義
務
を
定
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
名
詞
で
「
義
務
」
を
直
接
規
定
し
て
い
る
の
は
第
二
条
だ
け
で
あ
り
、
第
八
条
は
権
利
と
義
務
に
間
接
的
に
言
及
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
他
の
四
条
項
（
三
、
四
、
六
、
九
条
）
で
は
、
助
動
詞
《devoir
》（
ね
ば
な
ら
な
い
）
の
活
用
形
を
用
い
て
い
る
の
み
で
あ
る
（p.48
）。
こ
れ
ら
の
義
務
は
、
第
二
、
三
、
四
条
に
お
い
て
は
諸
個
人
、
公
的
・
私
的
法
人
に
、
第
六
条
に
お
い
て
は
公
的
機
関
に
課
せ
ら
れ
る
。
第
八
条
と
第
九
条
の
場
合
は
、
義
務
は
誰
に
課
せ
ら
れ
る
の
か
は
曖
昧
で
あ
る
。
な
お
予
防
原
則
を
定
め
た
第
五
条
は
、
義
務
の
観
念
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
原
則
の
適
用
に
よ
っ
て
実
施
を
監
視
す
る
こ
と
を
担
当
す
る
公
的
機
関
は
、
こ
の
意
味
で
の
義
務
を
有
す
る
。
理
由
の
説
明
に
お
い
て
「
公
的
機
関
は
―（
中
略
）―
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
憲
法
の
前
文
と
憲
章
に
義
務
を
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
若
干
の
議
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
道
徳
的
色
彩
の
濃
い
義
務
を
ど
の
よ
う
に
し
て
守
ら
せ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
現
在
世
代
あ
る
い
は
将
来
世
代
と
い
っ
た
抽
象
的
実
体
に
対
す
る
義
務
を
憲
法
テ
ク
ス
ト
に
盛
り
込
む
と
、
全
体
主
義
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、「
緑
の
ク
メ
ー
ル
」
が
姿
を
現
す
お
そ
れ
が
あ
る
、
な
82
ど
。
ま
た
、
第
二
、
三
、
四
条
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
諸
個
人
に
従
属
を
押
し
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
批
判
も
あ
っ
た
。「
国
防
に
関
す
る
義
務
の
よ
う
に
、
一
種
の
環
境
役
務
の
よ
う
な
義
務
を
課
す
の
か
」、
と
（p.48-49
）。
し
か
し
、
第
二
条
に
類
す
る
義
務
の
規
定
は
す
で
に
環
境
法
典
に
あ
り
、
よ
り
一
般
的
に
義
務
の
観
念
は
フ
ラ
ン
ス
憲
法
史
に
と
っ
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
七
八
九
年
宣
言
の
唯
一
の
考
慮
事
項
に
お
い
て
、
ま
た
、
一
九
四
六
年
の
前
文
に
お
い
て
す
で
に
そ
れ
は
言
及
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
環
境
に
関
す
る
義
務
の
観
念
は
、
国
際
法
・
共
同
体
法
で
も
未
知
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
（p.50
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
憲
章
に
定
め
ら
れ
た
権
利
と
義
務
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
Ｃ
法
律
へ
の
委
託
憲
章
の
三
つ
の
条
項
（
第
三
、
四
、
七
条
）
が
、
明
示
的
に
、
諸
原
則
実
施
の
条
件
を
定
め
る
こ
と
を
法
律
に
委
託
し
て
い
る
。
こ
の
法
律
へ
の
委
託
の
明
示
的
言
及
は
、
法
務
大
臣
に
よ
る
と
次
の
こ
と
を
含
意
す
る
。「
立
法
者
は
こ
の
場
合
―（
中
略
）―
憲
法
的
規
範
と
そ
こ
か
ら
生
じ
る
こ
と
の
あ
る
決
定
の
間
の
媒
介
を
定
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
立
法
者
の
介
入
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
そ
れ
自
体
直
接
的
効
果
を
有
し
な
い
」（p.51
）。
こ
の
意
味
で
、
予
防
原
則
を
定
め
た
憲
章
第
五
条
は
、
立
法
者
に
委
託
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
規
定
は
直
接
的
効
果
を
有
す
る
と
解
し
う
る
（p.51
）。
他
方
、
法
務
大
臣
に
よ
る
と
「
し
か
し
、
憲
章
採
択
後
の
法
律
の
制
定
は
厳
密
な
意
味
で
は
必
ず
し
も
必
要
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
有
効
な
法
律
が
憲
章
の
条
項
の
実
施
の
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
情
報
入
手
に
つ
い
て
は
、
行
政
文
書
の
入
手
に
関
す
る
法
律
が
関
連
し
て
い
る
（p.51
）。
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さ
ら
に
、
立
法
者
の
介
入
は
、
第
三
、
四
、
七
条
に
明
記
さ
れ
た
委
託
に
限
ら
れ
な
い
と
コ
パ
ン
委
員
会
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
委
員
会
は
「
憲
章
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
基
礎
の
正
確
な
内
容
を
定
め
、
そ
の
実
施
の
適
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
全
て
の
条
件
・
手
続
き
を
憲
法
的
テ
ク
ス
ト
に
書
き
込
む
こ
と
は
困
難
で
、
立
法
者
の
補
充
的
介
入
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（p.51
）。
あ
と
が
き
環
境
条
項
を
も
つ
憲
法
は
、
世
界
で
は
も
は
や
め
ず
ら
し
く
は
な
い
が
、
環
境
憲
章
を
定
め
て
憲
法
ブ
ロ
ッ
ク
に
加
え
る
と
い
う
方
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
独
特
の
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
環
境
憲
章
を
一
七
八
九
年
の
「
人
権
宣
言
」
と
同
等
の
重
み
を
持
つ
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
の
憲
章
を
有
す
る
憲
法
は
、
人
権
宣
言
段
階
、
一
九
四
六
年
憲
法
の
段
階
に
続
い
て
「
第
三
の
新
し
い
段
階
」
に
入
っ
た
と
し
て
い
る
（
二
Ｃ
参
照
）
こ
と
は
、
環
境
の
世
紀
と
言
わ
れ
る
現
代
の
時
代
認
識
と
し
て
、
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、
法
律
に
委
託
さ
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
、
立
法
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
含
め
て
、
憲
法
と
環
境
憲
章
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
環
境
法
制
が
現
実
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
く
か
は
、
す
べ
て
、
今
後
の
問
題
で
あ
る
。
今
回
の
憲
法
改
正
が
成
立
し
て
間
も
な
い
同
年
六
月
、
パ
リ
に
お
い
て
、
破
棄
院（
わ
が
国
の
最
高
裁
に
相
当
）と
フ
ラ
ン
ス
環
境
法
学
会
等
の
主
催
で
環
境
憲
章
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
破
棄
院
の
大
法
廷
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
シ
ラ
ク
大
統
領
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
朗
読
か
ら
始
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
法
学
者
も
加
わ
っ
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
憲
法
に
お
け
る
環
境
と
裁
判
官
」、「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
に
お
け
る
環
境
」、「
諸
法（
行
政
法
、
民
・
商
法
、
刑
法
）と
環
境
憲
章
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
で
報
告
と
討
論
が
展
開
さ
れ
、
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
憲
法
・
環
境
法
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
検
討
が
早
速
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
（
２０
）
。
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（
１
）Le
m
onde,28
février
2005;Le
C
ongrès
entérine
la
C
harte
sur
l’environnem
ent.T
exte
adopté
le
28
février
2005
par
le
Parlem
ent
reuni
en
C
ongrès
et
prom
ulgué
1
erm
ars
2005
par
Jacques
C
hirac,
Président
de
la
R
épublique.
（M
inistère
de
l’écologie
et
du
dé-
veloppem
ent
durable:http://w
w
w
.ecologie.gouv.fr/rublique.
）
（
２
）A
llocution
de
M
m
e
R
oselyne
B
achelot,
m
inistre
de
l’écologie
et
du
développem
ent
durable,
de
la
prem
ière
séance
de
la
com
-
m
ission
de
préparation
de
la
charte
de
l’environnem
ent,
le
m
ercredi
26
juin
2002
（http://w
w
w
.environnem
ent.gour.fr/dossiers/
charte/
）Le
calendrier
de
la
préparation
de
la
C
harte
（M
inistère
de
l’écologie
et
du
développem
ent
durable:http://w
w
w
.ecologie.
gouv.fr/article.php3?id_article=3671
）.
（
３
）M
em
bres
de
la
com
m
ission
de
préparation
de
la
charte,
1
er
juillet
2002
（http://w
w
w
.environnem
ent.gour.fr/dossiers/charte/);
Le
calendrier
de
la
préparation
de
la
C
harte
（M
inistère
de
l’écologie
et
du
développem
ent
durable:http://w
w
w
.ecologie.gouv.fr/
article.php3?id_article=3671
）.
（
４
）C
onsultation
nationale
pour
la
charte
de
l’environnem
ent
M
inistère
de
l’écologie
et
du
développem
ent
durable:http://w
w
w
.
ecologie.gouv.fr/.
B
.D
eflesselles,R
apport
d’inform
ation
déposé
par
la
délégation
de
l’assem
blée
nationale
pour
l’union
européen,p.29- 30.
Le
calendrier
de
la
préparation
de
la
C
harte
（M
inistère
de
l’écologie
et
du
développem
ent
durable:http://w
w
w
.ecologie.gouv.fr/
article.php3?id_article=3671
）.
（
５
）
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
門
彬
「「
環
境
憲
章
」
制
定
の
た
め
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
改
正
案
」『
外
国
の
立
法
』（
二
二
二
号
）
を
参
照
。
（
６
）Le
calendrier
de
la
préparation
de
la
C
harte
（M
inistère
de
l’écologie
et
du
développem
ent
durable:http://w
w
w
.ecologie.gouv.fr/
article.php3?id_article=3671
）.
（
７
）
こ
の
結
果
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
憲
法
批
准
に
対
し
て
「
否
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
さ
ら
に
一
段
前
に
進
め
る
た
め
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
が
そ
の
前
線
か
ら
退
く
こ
と
に
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
来
に
暗
雲
を
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
（
８
）L’H
um
anté,21
m
ars
2002.
（
９
）N
ouvelobservateur,40
m
ai2001.
（
１０
）N
ouvelobservateur,40
m
ai2001.
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（
１１
）N
ouvelobservateur,40
m
ai2001.
（
１２
）
本
文
中
に
直
接
挿
入
し
た
頁
数
は
、B
.D
eflesselles,op.cit.
の
参
照
箇
所
を
示
す
。
以
下
同
様
。
（
１３
）
こ
の
問
題
は
共
同
体
法
の
専
門
家
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、D
eflessel,op.cit.,p.55- 160
参
照
。
（
１４
）
コ
パ
ン
委
員
会
の
報
告
に
含
ま
れ
た
環
境
憲
章
案
。R
apport
de
la
C
om
m
ission
C
oppens,R
evue
juridique
de
l’environnem
ent,num
ero
special,2003.
（
１５
）Projet
de
charte
présenté
par
le
gouvernem
ent
au
conseildes
m
inistres
le
25
juin
2003.
（
１６
）Projet
de
loiconstitutionnelle
relatif
à
la
charte
de
l’environnem
ent,“E
xpose
des
m
otifs”
（http://w
w
w
.assem
blee
nationale.fr/12
/projet/plo992.asp
）.
（
１７
）
傍
線
部
分
は
国
民
議
会
に
お
け
る
修
正
。
な
お
、
同
文
の
も
の
が
上
院
（Sénat
）
に
お
い
て
（2004.6.24
）
お
よ
び
両
院
合
同
会
議
（C
ongres
du
Parlem
ent
）に
お
い
て（2005.2.28
）採
択
さ
れ
た
。Assem
blée
nationale:Projet
de
loiconstitutionnelle
no.992
（adoption
le
1
er
juin
2004
）;
Sénat:Projet
de
loi
constitutionnelle,adopté
par
l’A
ssem
blée
nationale,
no.329
（2003- 2004
）（adoption
le
24
juin
2004
）;C
ongrès
du
Parlem
ent:D
ècret
du
Président
de
la
R
épublique
en
date
du
18
février
2005
tendant
à
soum
ettre
deux
projets
de
loi
constitution-
nelle
au
Parlem
ent
reunien
C
ongrès
（adopté
le
28
février
2005
）.
（
１８
）R
apport
de
la
com
m
ission
C
oppens,R
evue
juridique
de
l’environnem
ent,num
ero
spécial,2003,p.147.
（
１９
）
こ
の
表
現
に
お
け
る
《adossée
》
は
「
背
中
を
合
わ
せ
た
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
「
反
対
側
を
向
い
て
い
る
」
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
の
で
、
本
稿
で
は
「
一
体
化
し
た
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
し
た
。
（
２０
）“La
C
harte
constitutionnelle
de
l’E
nvironnem
ent
en
vigueur”,C
olloque
organisé
par:la
C
our
de
C
assation
avec
La
Société
Fran-
caise
pour
le
D
roit
de
l’E
nvironnem
ent
（SFD
E
）,Le
C
entre
de
R
echerches
Interdisciplinaires
en
D
roit
de
l’E
nvironnem
ent,
de
l’A
m
enagem
ent
et
de
l’U
rbanism
e
（C
R
IID
E
A
U- C
N
R
S/IN
R
A
）de
l’U
niversité
de
Lim
oges
et
Le
C
entre
International
de
D
roit
C
om
-
paré
de
l’E
nvironnem
ent
（C
ID
C
E
）,20- 21
juin
2005
;R
evue
juridique
de
l’environnem
ent,2005
num
éro
special:
《A
ctes
du
colloque
organise
avec
la
C
our
de
cassation
a
Paris
les
20
et
21
juin
2005
》.
（
二
○
○
五
年
七
月
パ
リ
郊
外
ヌ
イ
イ
の
寓
居
に
て
）
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